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年
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山王　132号 2

　
　
　

御
　
挨
　
拶

宮　
　

司　
　

宮
　
西
　
修
　
治

　

平
成
三
十
年　

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
を
謹
ん
で
お
慶
び
申
上
げ
ま
す
。

 

「
国
安
か
れ
、
民
安
か
れ
」
と　

皇
祖
天
照
大
御
神
を
始
め
八
百
万
神
に
日
々
お
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
る　

天
皇
陛
下
の
大
御

心
を
心
と
我
々
神
職
は
日
々
の
神
事
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、
特
に
六
月
十
五
日
の
例
祭
は
一
年
に
一
度
の
、「
神
様
と
の
お
約

束
」
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
祭
典
で
す
。

　

さ
ら
に
本
年
は
明
治
以
来
百
五
十
年
と
い
う
節
目
の
年
に
も
当
り
、
こ
こ
か
し
こ
で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
枝
神
社
も　

明
治
天
皇
が
御
東
幸
遊
ば
さ
れ
皇
城
鎮
護
の
社
た
る
故
を
も
っ
て
准
勅
祭
社
、
ま
た
神
祇
官
直
支
配
社
と
さ

れ
、
聖
上
御
守
護
の
た
め
月
次
御
祈
祷
御
祓
大
麻
の
献
上
を
命
じ
ら
れ
る
と
い
う
殊
遇
に
預
か
っ
た
由
緒
に
よ
り
、
明
治
十
五

年
に
は
官
幣
中
社
に
列
格
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
官
幣
社
列
格
を
祝
し
て
翌
十
六
年
の
神
幸
祭
に
は
御
神
霊
を
奉

戴
す
る
神
輿
が　

明
治
天
皇
御
東
幸
の
砌
に
お
召
し
の
鳳
輦
に
倣
っ
て
新
調
さ
れ
た
こ
と
は
皇
室
と
の
ゆ
か
り
を
考
え
る
上

で
大
変
意
義
深
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
の
神
幸
行
列
は
六
月
十
五
日
に
永
田
町
の
本
社
を
御
出
発
、
十
六
日
に
茅
場
町
の
御
旅
所
に
入
り
、
十
七
日
に
御
帰
還

に
な
り
ま
し
た
が
、
途
中
、
中
山
忠
能
邸
を
御
通
過
の
際　

明
宮
嘉
仁
親
王
殿
下
（
後
の　

大
正
天
皇
）
が
御
覧
遊
ば
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
後
年　

大
正
天
皇
御
即
位
に
当
り
、
官
幣
大
社
の
極
位
に
列
せ
ら
れ
た
こ
と
は
偏
に
当
社
の
誇
り
と

い
え
ま
す
。

　

本
年
は
二
年
に
一
度
の
神
幸
祭
、
皇
城
の
鎮
と
し
て
の
格
式
を
示
す
絢
爛
豪
華
な
鳳
輦
神
輿
が
氏
子
各
町
を
巡
幸
し
つ
つ

皇
居
坂
下
門
へ
と
向
か
う
様
子
を
拝
す
る
に
つ
け
、
万
感
の
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。
先
人
達
が
守
り
続
け
て
き
た
伝
統

と
格
式
に
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
宏
大
無
辺
な
る
御
神
徳
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
、
祭
祀
の
厳
修
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
氏
子
御
崇
敬
の
皆
様
始
め
関
係
各
位
に
は
一
層
の
御
理
解
と
御
奉
賛
を
賜
り
、
本
年
の
神
幸
祭
が
盛
大
厳
粛

に
斎
行
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

平
成
三
十
年  

山
王
祭  

行
事
日
程

〈神賑諸行事〉 麗月流 佐藤汀恵社中・龍生派 栗田草泉社中（生花展）　松本源之助社中・若山胤雄社中（神楽囃子）　宗徧流 細田宗栄社中・裏千家永井
宗圭社中（野点御茶席）　日泉流野煎席、狭山茶茶席、嘉祥祭菓子接待席、「にっぽんの歌」、箏曲部奏納演奏、上町武尊囃子連　他

六
月

七
　
日（
木
）	

十
一
時
　

	
	

末
社
八
坂
神
社
例
祭	

八
　
日（
金
）	

七
時
三
十
分
〜
十
六
時
四
十
五
分

	
	

神
幸
祭

九
　
日（
土
）	

十
時

	
	

境
内
茶
園
並
狭
山
新
茶
奉
納
奉
告
祭

　
同	

	

正
午
　十
三
時
　
十
四
時

	
	

夏
越
稚
児
行
列

　
同	

	

十
七
時
頃

	
	

氏
子
各
町
連
合
宮
入

十
　
日（
日
）	

十
一
時

	
	

表
千
家
家
元
献
茶
式

十
三
日（
水
）	

十
八
時

	
	

献
灯
祭

十
四
日（
木
）	

十
八
時

	
	

献
灯
祭

十
五
日（
金
）	

十
一
時

	
	

例　

祭

　
同	

	

十
八
時

	
	

献
灯
祭

十
六
日（
土
）	

十
一
時

	
	

煎
茶
礼
道
日
泉
流
献
茶
式

　
同	

	

十
三
時

	
	

山
王
嘉
祥
祭

十
七
日（
日
）	

十
時

	
	

裏
千
家
家
元
献
茶
式

十
三
日（
水
）	

十
八
時
半
〜

　

〜	
	

山
王
音
頭
と
民
踊
大
会

十
五
日（
金
）	

十
　
日（
日
）	

九
時
十
分

	
	

下
町
連
合
摂
社
宮
出
し

　
同	

	

十
二
時

	
	

下
町
連
合
渡
御

	
	

京
橋
〜
日
本
橋
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六
月
を
奇
麗
な
風
の
吹
く
こ
と
よ

�

（
正
岡
子
規
）

　

き
ら
き
ら
と
輝
く
よ
う
に
吹
く
風
が
頬

を
な
で
る
よ
う
な
初
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、

日
本
三
大
祭
の
山
王
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
二
年
に
一
度
の
神
幸
祭
の
年
で

も
あ
り
、
様
々
な
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た

総
勢
五
百
名
に
も
連
な
る
祭
礼
行
列
は
現

代
の
王
朝
絵
巻
と
も
云
わ
れ
圧
巻
で
す
。

関
係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
地
域
社
会
が
一

体
と
な
り
、
本
年
も
盛
会
裡
に
終
え
ら
れ

ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
明
治
維
新
百
五
十
年
の
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
毎
朝
、
お
宮
に
参
拝

し
国
会
へ
と
向
か
う
私
は
、
境
内
に
掲
示

さ
れ
る
明
治
天
皇
の
お
言
葉
を
手
帳
に
書

き
記
し
生
き
方
の
指
針
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

明
治
天
皇
が
詠
ま
れ
た
九
万
三
千
余
首

の
御
製
を
通
じ
、
国
家
国
民
の
繁
栄
と
世

界
平
和
を
祈
念
さ
れ
る
大
御
心
を
拝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

「
よ
も
の
海
み
な
は
ら
か
ら
と
思
ふ
世
に

な
ど
波
風
の
た
ち
さ
わ
ぐ
ら
む
」

　

ま
た
、
晩
年
に
詠
ま
れ
た
御
製
「
わ
が

く
に
は
神
の
す
ゑ
な
り
神
ま
つ
る
昔
の
て

ぶ
り
わ
す
る
な
よ
ゆ
め
」
は
、
美
智
子

皇
后
の
御
歌
「
神
ま
つ
る
昔
の
て
ぶ
り
守

ら
む
と
旬
祭
に
発
た
す
君
を
か
し
こ
む
」

と
通
じ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
、
連
綿
と

続
く
ご
皇
室
を
い
た
だ
く
わ
が
国
の
有
難

さ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

十
六
歳
で
皇
位
を
お
継
ぎ
に
な
ら
れ

た
明
治
天
皇
は
、
日
本
の
心
を
心
と
し
な

が
ら
、
世
界
に
扇
を
開
き
新
し
い
国
づ
く

り
の
基
本
方
針
五
箇
条
の
御
誓
文
の
公

布
、
帝
国
議
会
の
開
設
、
鉄
道
や
電
話
の

開
通
、
学
制
の
発
布
な
ど
官
民
心
を
一
つ

に
近
代
国
家
の
道
す
じ
を
整
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
今
、
私
た
ち
が
当
面
し
て
い
る

現
代
も
未
来
社
会
に
む
け
て
、
大
き
な
変

革
を
迫
ら
れ
て
い
る
時
代
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

現
在
の
小
学
生
が
社
会
人
と
な
る
頃
に

は
、
人
工
知
能
な
ど
の
発
達
で
今
の
仕
事

の
半
分
が
な
く
な
る
と
い
わ
れ
、
二
人
に

一
人
は
百
歳
を
越
え
る
長
寿
を
生
き
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
が
フ
ロ
ン
ト
の
受
付
を
し
た

り
掃
除
し
た
り
す
る
ホ
テ
ル
や
ロ
ボ
ッ
ト

が
調
理
す
る
カ
フ
ェ
も
実
在
し
、
辞
書
を

ひ
か
な
く
て
も
地
図
を
調
べ
な
く
て
も
呼

び
か
け
れ
ば
ロ
ボ
ッ
ト
が
答
え
て
く
れ
る

社
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

史
上
初
の
中
学
生
で
の
六
段
昇
段
と
一

般
棋
戦
優
勝
を
遂
げ
た
藤
井
聡
太
棋
士

は
、
パ
ソ
コ
ン
で
A
I
ソ
フ
ト
を
相
手
に

練
習
を
重
ね
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
昔
、
ア
ニ
メ
で
み
た
ド
ラ
イ

バ
ー
不
要
の
自
動
運
転
の
実
用
化
も
目
前

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
も
「
人
生
百
年
時
代
」
な
ど
未
来

を
見
据
え
た
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

人
生
の
選
択
肢
が
増
え
る
社
会
の
中

で
、
大
き
な
変
化
や
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ

い
て
い
け
る
よ
う
柔
軟
に
物
事
に
対
応
で

き
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
合
わ
せ
る

こ
と
と
同
時
に
、
普
遍
的
な
価
値
で
も
あ

る
仁
、
義
、
礼
、
智
、
信
と
い
う
徳
を
も
っ

た
人
間
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
“
教

育
”
の
重
要
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
の
小
学
生
時
代
の
恩
師
は
、
戦
争
未

亡
人
で
し
た
が
、
福
井
の
街
が
空
襲
で
燃

え
た
時
、
皆
が
逃
げ
る
中
を
学
校
へ
と
向

か
い
、
生
徒
の
大
切
な
書
類
を
運
び
出
そ

う
と
さ
れ
た
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
生
命
を
か
け
て
生
徒
を
守
り
、
育

て
る
先
生
に
な
れ
た
こ
と
は
有
難
い
こ

と
。
亡
く
な
っ
た
夫
に
あ
の
世
で
胸
張
っ

て
報
告
せ
ん
と
あ
か
ん
で
の
。
皆
も
い
い

仕
事
を
し
た
り
良
い
親
に
な
っ
た
り
、
一

生
懸
命
や
ら
ん
と
あ
か
ん
。
先
生
は
そ
の

た
め
に
一
生
懸
命
教
え
て
る
ん
や
で
の
」・・

私
た
ち
は
や
ん
ち
ゃ
な
盛
り
の
十
歳
頃
で

し
た
が
、
教
室
は
深
い
感
動
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
与
え
ら
れ
た
人
生
を
そ
れ
ぞ
れ
が

使
命
感
を
も
っ
て
力
一
杯
生
き
る
よ
う
先

生
が
生
命
を
か
け
て
日
々
教
え
伝
え
て
く

だ
さ
っ
た
仲
間
た
ち
と
の
二
年
に
一
度
の

同
窓
会
も
二
十
回
目
近
く
と
な
り
ま
し
た

が
、
先
日
、
初
め
て
東
京
で
の
同
窓
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
仕
事
も
子
育
て
も
一
段

落
し
た
ジ
イ
ジ
、
バ
ア
バ
達
で
す
が
、
今

で
も
当
時
の
い
た
ず
ら
や
先
生
に
叱
ら
れ

た
話
を
し
て
は
、
愛
情
深
く
先
生
や
仲
間

た
ち
、
地
域
社
会
に
育
て
ら
れ
た
幸
せ
を

噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

　
『
教
育
は
国
家
百
年
の
計
』
と
も
言
わ

れ
ま
す
が
、
個
々
に
お
い
て
は
『
教
育
は

人
生
百
年
の
計
』
と
な
る
時
代
で
も
あ
る

の
で
す
。

参
議
院
議
員

山
谷
え
り
子

特
別
寄
稿
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し
”
読
み
、『
車
楽
』
と
書
け
ば
“
だ
ん

じ
り
”
と
読
み
ま
す
。

本
来
の
表
記
は
『
山
車
』
で
は
な
く
、『
出

し
』
と
書
き
ま
す
。
山
車
・
花
車
等
の
表

記
は
、
こ
の
『
出
し
』
に
対
し
て
の
当
て

字
な
の
で
す
。
そ
れ
で
は
『
出
し
』
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
。

　

祭
禮
と
は
、
神
祭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

神
様
を
お
迎
え
す
る
所
に
、
土
或
い
は
砂

を
山
の
形
に
盛
っ
て
神
事
の
場
所
を
設
え

ま
す
。
こ
の
場
所
を
『
山
』
と
称
し
ま
す
。

さ
ら
に
天
界
の
神
様
が
神
事
の
場
所
に

伝
っ
て
降
り
や
す
い
よ
う
に
『
山
』
に
一

本
の
柱
を
立
て
ま
す
。
こ
れ
を
『
鉾
』
と

言
い
ま
す
。
加
え
て
『
鉾
』
の
入
口
が
わ

か
る
よ
う
に
、
鉾
の
先
端
に
目
印
の
飾
り

を
出
し
ま
す
。
目
印
を
出
す
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
『
出
し
』
と
言
う
の
で
す
。
出
さ

れ
た
飾
り
（
依
代
）
は
、
正
確
に
は
『
出

し
印
』
と
記
し
、出
し
印
は
“
花
”“
道
具
”

“
神
事
”“
能
の
演
目
”“
神
話
”“
武
将
”“
動

物
”
な
ど
様
々
な
形
が
あ
り
ま
す
。
江
戸

の
町
々
は
縁
起
を
担
い
で
出
し
印
を
選
び

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
出
し
印
を
表
す

時
に
は
『
出
し
』
で
あ
り
、
車
全
体
を
表

記
す
る
時
は
『
山
車
』
と
記
す
べ
き
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
車
を
数
え
る
単

位
は
、鉾
の
数
を
数
え
る
こ
と
か
ら
『
台
』

で
は
な
く
『
本
』
と
な
り
ま
す
。

※
図
①
参
照

　
江
戸
の
山
車

特
徴
と
移
り
変
わ
り

　　

江
戸
天
下
祭
の
『
山
王
祭
』『
神
田
祭
』

は
、
将
軍
家
の
御
上
覧
を
賜
る
の
で
、
そ

の
行
列
が
江
戸
城
に
入
城
し
て
行
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
城
門
を
潜
る
こ
と
か
ら
、

山
車
の
高
さ
に
制
限
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

制
限
を
取
り
払
う
た
め
に
高
さ
調
節
の

『
か
ら
く
り
』
が
施
さ
れ
て
い
た
の
が
江

戸
山
車
最
大
の
特
徴
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

明
暦
（
一
六
五
五
）
頃
の
山
車
は
、
鉾

と
出
し
印
の
み
で
、
そ
れ
を
手
に
持
つ
か

囲
桁
に
組
ん
だ
枠
に
鉾
を
立
て
担
ぐ
型
式

で
、
非
常
に
簡
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
❶

　

現
在
、
祭
禮
の
時
に
四
神
鉾
が
飾
ら
れ

ま
す
が
、
江
戸
初
期
の
江
戸
山
車
様
式
が

四
神
鉾
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
❷

　

元
禄
か
ら
正
徳
の
頃
（
一
六
八
八
～

一
七
一
五
）
は
、
各
町
は
山
車
と
屋
台
を

出
し
、天
下
祭
は
隆
盛
期
と
な
り
ま
す
が
、

江
戸
祭
禮
山
車

　

山
王
祭
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
三
〇
）

に
徳
川
幕
府
が
開
か
れ
、
江
戸
城
築
城
の

天
下
普
請
が
ま
だ
初
期
段
階
で
あ
っ
た
元

和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
、
山
王
祭
の
山

車
練
物
の
行
列
が
江
戸
城
に
入
っ
た
時
か

ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
江
戸
古
町
か
ら
厳
選
さ
れ
た
町
々

（
山
王
権
現
氏
子
地
外
も
含
ま
れ
る
）
が
、

山
王
祭
に
参
加
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
大

祭
禮
と
な
り
、
そ
の
行
列
は
四
十
五
番

組
、
山
車
の
総
数
は
五
十
五
本
を
数
え
ま

し
た
。
祭
禮
行
列
に
は
さ
ら
に
、
芸
能

を
披
露
す
る<

屋
台><

学
び><

見
立>

と
い
う
現
在
の
仮
装
行
列
等
が
加
わ
り
、

祭
禮
当
日
は
江
戸
城
下
町
が
祭
り
一
色
と

な
り
ま
し
た
。
山
王
祭
の
七
十
数
年
後
に

始
ま
っ
た
神
田
祭
も
同
様
に
大
祭
禮
と
な

り
、
後
年
、
山
王
祭
・
神
田
祭
は
天
下
の

徳
川
将
軍
を
寿
ぐ
『
天
下
祭
』
と
称
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
番
組
数
、
山
車
の
総
数
を

誇
っ
た
天
下
祭
で
は
あ
り
ま
す
が
、
江
戸

の
庶
民
に
は
、
毎
回
変
わ
ら
ぬ
“
山
車
”

よ
り
も
、毎
年
出
し
物
が
変
わ
る
“
屋
台
”

や
“
学
び
”
等
の
人
気
が
高
か
っ
た
よ
う

で
す
。
と
は
い
え
江
戸
の
山
車
は
、
天
下

祭
の
華
や
か
さ
の
一
翼
を
担
い
、
現
在
も

関
東
圏
に
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
ま

す
が
、
江
戸
山
車
の
形
は
、
現
在
関
東
地

方
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
三
層
構
造
の
型
式

だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
く
初

期
の
型
式
か
ら
江
戸
二
百
五
十
年
余
の
時

を
経
て
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

山
車
と
は

　

山
の
車
と
書
い
て
、“
だ
し
”
と
読
ん

で
い
ま
す
。
普
通
に
読
め
ば
“
や
ま
ぐ
る

ま
”
と
か
“
さ
ん
し
ゃ
”
と
し
か
読
め
ま

せ
ん
。『
花
車
』『
楽
車
』
と
書
い
て
も
“
だ

図 1

江
戸
祭
禮
研
究
　
　
　
　
　
　

山

瀨

一

男

―
日
本
三
大
祭
―

異 

聞

山
王
祭
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祭
禮
の
主
役
は
屋
台
で
あ
り
ま
し
た
。
山

車
は
少
し
ば
か
り
立
派
に
な
り
ま
し
た

が
、
囲
桁
枠
を
担
ぐ
形
に
大
し
た
変
化
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
出
し
印
の

後
方
に
吹
流
し
に
似
た
『
吹
貫
』
が
飾
ら

れ
た
型
が
全
盛
と
な
り
ま
し
た
。
❸

　

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
享
保
の
改
革
の

倹
約
令
に
よ
り
、
年
々
豪
華
に
な
っ
て

い
っ
た
屋
台
を
出
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、

山
車
の
み
の
祭
禮
と
な
り
ま
し
た
。
主
役

で
あ
っ
た
豪
華
な
屋
台
は
、
芸
能
を
見
せ

る
『
踊
り
屋
台
』
と
『
底
ぬ
け
屋
台
』
と

に
分
割
さ
れ
、
禁
止
令
を
す
り
抜
け
る
よ

う
な
か
た
ち
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

天
下
祭
の
行
列
に
は
、
山
車
・
屋
台
の

ほ
か
に
花
万
度
が
出
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
の
花
万
度
は
か
な
り
大
き
な
造
り
物

で
、
力
自
慢
の
男
達
が
振
り
回
し
た
よ
う

で
す
。
行
列
途
中
の
道
中
で
町
境
の
木
戸

を
壊
す
な
ど
が
度
々
あ
っ
た
た
め
、
安
永

年
間
（
一
七
八
〇
）
頃
に
、
花
万
度
を
担

ぎ
出
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
す
る

と
、
江
戸
っ
子
達
は
、「
振
り
回
さ
な
け

れ
ば
よ
か
ろ
う
」
と
、
山
車
に
万
度
を
付

け
て
曳
万
度
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
一
本

柱
万
度
型
の
出
現
で
す
。

　

そ
れ
以
前
の
江
戸
山
車
の
大
き
さ
は
、

城
門
を
『
か
ら
く
り
』
無
し
で
潜
れ
る
規

模
で
し
た
が
、
一
本
柱
万
度
型
は
中
心
に

な
る
鉾
（
柱
）
を
後
方
に
倒
す
こ
と
に
よ

り
、
高
さ
を
調
整
し
て
城
門
を
潜
る
よ
う

な
仕
掛
け
で
、
山
車
の
大
き
さ
の
規
模
も

大
振
り
に
な
り
ま
し
た
。
❹
❺
❻

　

文
化
文
政
期
に
は
、
天
下
祭
は
隆
盛
と

な
り
天
保
の
頃
（
一
八
三
〇
～
）
に
、
山

車
の
多
く
は
一
本
柱
型
万
度
型
に
替
わ

り
、
さ
ら
に
高
欄
と
四
方
幕
が
付
い
た
一

本
柱
高
欄
型
が
現
れ
ま
し
た
。
❼　

　

安
政
四
年
頃
（
一
八
五
八
）
に
な
る
と
、

鉾
を
倒
す
型
式
か
ら
、
三
層
せ
り
出
し
型

と
呼
ば
れ
る
新
た
な
高
さ
調
節
の
か
ら
く

り
を
備
え
た
江
戸
山
車
が
現
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
出
し
印
（
三
層
目
）
と
四

方
幕
で
飾
ら
れ
た
二
層
目
の
枠
を
一
層
目

の
枠
内
に
上
下
に
出
し
入
れ
が
出
来
る
仕

組
み
で
、
二
層
目
・
三
層
目
を
可
動
さ
せ

る
た
め
の
緒
環
（
お
だ
ま
き
）
と
い
う
装

置
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
❽
❾

　

別
の
型
式
が
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、
要

約
し
て
記
載
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
『
城

門
を
潜
れ
る
』
或
い
は
『
潜
る
』
よ
う
に
工

❶山王祭図屏風❷日本橋小舟町天王祭四神鉾

❸山王祭絵巻

❹掛川市横須賀に伝わる一本柱万度型花飾付山車
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夫
さ
れ
た
山
車
が
江
戸
型
山
車
な
の
で
す
。

江
戸
の
山
車
は
活
き
続
け
る

　

時
代
は
明
治
に
、江
戸
は
東
京
と
な
り
、

祭
禮
で
は
、
江
戸
山
車
は
一
本
柱
型
と
三

層
せ
り
出
し
型
が
混
在
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
江
戸
名
物
と
言
わ
れ
た
江
戸
山

車
の
多
く
は
、大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
消
失
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸

山
車
は
現
在
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
東
京

都
心
部
が
神
輿
祭
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

今
で
も
、
祭
禮
で
子
供
た
ち
が
曳
く
太
鼓

山
車
は
、
江
戸
山
車
を
子
供
仕
様
に
し
て

活
躍
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

姿
を
変
え
た
江
戸
山
車
は
活
き
続
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

二
年
後
に
向
け
て

　

二
〇
二
〇
年
は
、
山
王
祭
大
祭
の
年
で

あ
り
、
ま
た
二
度
目
と
な
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在

の
東
京
は
、
二
百
六
十
余
年
続
い
た
江
戸

時
代
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

日
本
は
最
先
端
の
技
術
大
国
で
あ
り
な
が

ら
、
古
い
文
化
も
そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
世
界
中
か
ら
評
価
さ
れ
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機

に
、
日
本
・
東
京
が
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
時
、
東
京
に
江
戸
の
文
化
が

残
っ
て
い
る
こ
と
を
世
界
に
発
信
で
き
る

絶
好
の
機
会
で
あ
る
は
ず
で
す
。
何
ら
か

の
形
で
、
江
戸
祭
禮
文
化
を
世
界
の
人
々

に
観
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

日
本
橋
住
人
記
す

❼一本柱高欄型の雛形
　所有町は元四日市（現日本橋一丁目）出し「鳳凰」

❺鉾を倒し高さ調整する一本柱万度型

❻伊勢原比々多神社
　一本柱万度型水垂付山車

❽三層せり出し型破風屋根付山車　
加須市本町出し「羅陵王」旧所有町は通油町他二町

❾三層せり出し山車
佐倉市上町出し「日本武尊」
旧所有町は元四日市他三町（現日本橋一丁目）
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年
六
月
八
日（
金
）

平
成
三
十
戊
戌

坂本町公園

あ
ず
ま
通
り

日
枝
神
社
神
幸
祭
御
順
路

（
➡
⬆
進
行
方
向
を
示
す
）

時
刻
は
事
情
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

帝
国
ホ
テ
ル

航
空
法
に
基
づ
き
、
原
則
無
人
飛
行
機
（
ド
ロ
ー
ン
等
）
の
飛
行
は
禁
止
で
す
。

ホ
テ
ル

ニュ
ーオ
ータ
ニ

日比谷シャンテ

エク
セル
東急
ホテ
ル

議
長
公
邸

帝
国
ホ
テ
ル

四谷一丁目 8：45

主婦会館前

御着輦  9：00
御発輦  9：15

御発輦    7：30
御還御  16：45

四谷駅前 8：30

麹町四丁目 9：25

靖國神社南門
9：55

麹町一丁目交叉点 8：05

隼町交叉点

日枝神社

御着輦  13：10
御発輦  14：10

日本橋日枝神社
（摂社）

7：50

警視庁前 11：05

祝田橋交叉点 11：15

麹町警察署前 10：15

外苑坂下門口 11：30

すずらん通り入口 12：50

日本橋交叉点 14：30

銀座四丁目 15：00

コリドー通り
15：45

東京宝塚劇場前
15：55

新橋一丁目

御着輦  15：15
御発輦  15：35

内幸町交叉点
16：10

首相官邸前 16：30

丸の内二丁目 12：20

丸ビル角 12：05

靖國神社

国会議事堂

皇 居（二重橋）

東京駅

銀座一丁目 14：50

京橋三丁目 14：45

鍛冶橋交叉点 12：30

御着輦  11：35 駐輦祭
御発輦  12：00 参賀・神符献上

皇居坂下門

御着輦  10：25
御発輦  10：45

国立劇場
（元山王）

帝国ホテル角
16：00

霞
が
関

霞
が
関

霞
が
関

三
栄
通
り
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神  輿   渡  御神  輿   渡  御山 王 祭
山車

神輿

6月9日（土）
16：00　清水谷公園
　　　　　（紀尾井町）集合・出発
（終了は19：00ごろとなります）

糀町惣町睦会

巡行路概略
清水谷公園
➡
弁慶橋
➡

赤坂見附
➡
山王下
➡

山王男坂
➡

日枝神社

三番町、九段三丁目、九段四丁目の三台の山車と
上町氏子町会の神輿が夕闇せまる日枝神社に宮入
します。
http://koujimachi.net（麹町わがまち情報館）
http://www.stage9.or.jp（九段商店街振興組合）
でも詳細をお知らせしています。

山車、各町神輿宮入コース

6 月９日 ( 土 )
清水谷公園（紀尾井町）
　午後４時集合、出発

集合場所

山車と各町神輿の連合宮入
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神  輿   渡  御神  輿   渡  御山 王 祭
山車

神輿

八重洲
一丁目八重洲

二丁目

日本橋
三丁目

日本橋
茅場町
三丁目

日本橋
茅場町
二丁目

日本橋
茅場町
一丁目

日本橋兜町

日本橋
二丁目

日本橋
一丁目

京橋
一丁目京橋

二丁目

京橋
三丁目

八丁堀
三丁目

八丁堀
二丁目

八丁堀
一丁目

八
丁
堀

四
丁
目

0

N

100m

三越前駅

八重洲口

東京建物

嶋村

八重洲
ブックセンター

城東小学校
（改築中）

阪本小学校
（改築中）

京華
スクエア

日本橋
日枝神社

Start

Goal

中央
警察署

日本橋
消防署

坂本町
公園

日本橋口

榮太樓
總本鋪

野村
證券

茅場町駅八丁堀駅

宝町駅

京橋駅

東京
証券取引所

［ 宮出し ］

京橋三
兜町
茅場町二三
茅場町一
日本橋三西
日本橋二通

凡例：　　　　　撮影ポイント

　　　　　　　　各町会の神酒所

外 堀 通 り

八重洲仲通り

中央通り

昭 和 通 り

江戸・もみじ通り

平 成 通 り

亀島橋

霊岸橋

茅場橋花王

東京証券会館

みずほ銀行
兜町支店

焼肉あかぎ

鎧橋

江戸橋

日本橋京橋

新大橋通り

すずらん通り

永
代
通
り

さ
く
ら
通
り

日
本
橋
川

さ
く
ら
通
り

八
重
洲
北
口
通
り

八
重
洲
通
り

八
重
洲
通
り

鍛
冶
橋
通
り

髙島屋

水戸
証券

J R 東京駅

大丸

COREDO
日本橋

戸田
建設 永坂産業

パイロット
（建替え中）

山形屋
海苔店

（建替え中）
警察
博物館

三菱製紙販売

明治屋

ぬ利彦

桃六

味の素清水建設

平和不動産

兜神社

明治
ホールディングス

フォーシーズンズ
ホテル丸の内

コートヤード・バイ・
マリオット
東京ステーション

京橋都鳥

ファースト・イン
京橋

浦島館

相鉄フレッサイン
東京京橋

アパホテル
銀座宝町

ホテル法華イン
八丁堀

ホテルサードニクス
東京

ホテルヴィラ
フォンテーヌ
東京八丁堀

センターホテル
東京

リスクモンスター

スマイルホテル
東京日本橋

京王プレッソイン
茅場町

パールホテル
八重洲

八重洲ターミナル
ホテル

ホテル
龍名館東京 コンタツ

西河岸
地蔵寺

相鉄レッサイン
日本橋茅場町

アパホテル
京橋

東京スクエアガーデン
（ブリヂストン）
（サンワテクノス）

京橋エドグラン

都 営 浅 草 線

東京メトロ銀座線

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

午前 9時 10 分

すずらん通りで
神輿が４基合流。
全10基に！　　　

八丁堀二三東
八丁堀二西
八丁堀三西
八丁堀四東

午前 10時 10 分

山車や神輿17 基が一斉出発

午後 0時 30 分

京橋にて神輿
集合

［セレモニー］

1宝町
2京橋二東
3京橋二西
4京橋一
5京橋三
6八重洲二
7兜町
8茅場町二三
9茅場町一

10 八丁堀二西
11 八丁堀三西
12八丁堀二三東
13日本橋一
14日本橋三西
15 江戸橋
16日本橋二通
17 八重洲一東

午後 0時

午後 0時 10 分

神佛具店の秋山
三五郎商店前で
一層盛り上がる！

午前10時30分ごろ

日本橋到着
橋の中央・日本国道路
元標の上で、神輿を
天に向かって差す

にぎわいも
絶頂に！

神輿が
ずらりと
並ぶ。

最後は、いくつかの
神輿が、重文建築の
髙島屋へ表敬訪問

日本橋到着後
神輿 17基が、
両車線に密集。

P.27へ
日本橋六之部連合町会

P.24へ
日本橋七之部連合町会

P.25へ
京橋七之部連合町会

P.26へ
京橋一の部連合町会

午後1時 30 分

首 都 高 速

美 術 骨 董 通 り

カシャ！

カシャ！

カシャ！

カシャ！

カシャ！
カシャ！

カシャ！

カシャ！

カシャ！

カシャ！

カシャ！

カシャ！

この区間に
神職を先頭に
神輿 17基が
ずらりと並ぶ 鳶頭が木遣りで

神輿を先導

子ども山車、
子ども神輿
が並ぶ

カシャ！

八重洲
とよだ

大和証券

八重洲
大飯店

日本橋
ゆかり

いけ増

山本山 たいめいけん

吉野鮨
本店

オンワード
樫山

秋山三五郎
商店

いちよし
証券

天祖神社

柳屋ビル
ディング

東京建物
日本橋ビル

東京日本橋
タワー

日鐵日本橋ビル

（B1F 
メゾンカイザー）

いづみや

神輿 6基が、
日本橋日枝神社
（摂社）一斉出発

江戸消防記念会
による木遣りなど

＜合流する神輿＞

東京メトロ日比谷線

午後 2時頃

お隣、宝町・本町の
町会（神田明神氏子）
が  高張り提灯  で
お出迎え

京
二

京
一

宝

八
四
東

八
二・三
東

八
三
西

八
二
西

八
一

茅
二
三

茅
一

江
戸

日
一

八
重
一

日
三

日
二

兜

京
三

（再開発中）

（2019年完成）

（再開発中）

（再開発中） （再開発中）

日
本
橋
駅

ベルサール
東京日本橋（ ）

京
葉
線

下町連合

下町連合  渡御マップ
2018年6月10日（日）　9時10分～14時

京橋から日本橋へ、擬宝珠から擬宝珠への下町連合渡御
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八
重
洲
・
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京

橋
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場
町
・
兜
町

銀

座

新

橋

崇
敬
者
（
氏
子
外
）

山
王
熱
供
給
㈱

代
表
取
締
役

社

長

津
曲
荒
太

㈱
食
文
化
総
研

レ
ス
ト
ラ
ン
黒
澤
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

社

長

丸

　

總

子

㈱
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
タ
ニ

代
表
取
締
役

社

長

大
谷
和
彦

木
村
實
業
㈱

代
表
取
締
役

木
村
平
右
衛
門

正
金
商
事
㈱

代
表
取
締
役

蛯
原
宗
久

富
士
産
業
㈱

代
表
取
締
役

中
村
勝
彦

佐

竹

昭

二

京
橋
大
根
河
岸
会

会

長

鈴
木
敏
行

㈱
な
だ
万

代
表
取
締
役

野
原
　
優

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

取
締
役
会
長

鈴
木
健
之

朝
日
総
業
㈱

代
表
取
締
役

池
本
な
ぎ
さ

㈱
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

社

長

是
枝
周
樹

㈱
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

代
表
取
締
役

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

淺
野
秀
則

㈱
ホ
ッ
ト
ア
ー
ト

代
表
取
締
役

望
月
秀
峻

㈱
丸
井
ス
ズ
キ

代
表
取
締
役

鈴
木
貴
博

㈱
糟
谷

相

談

役

糟
谷
孝
男

㈱
井
筒
装
束
店
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役
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長
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㈱
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澤
貴
之

㈱
キ
ョ
ウ
エ
イ
ア
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
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長
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㈱
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代
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取
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役
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長
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谷
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剛

㈱
フ
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代
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田
　
誠
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藤
産
業
㈱
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長

佐
藤
太
美
雄
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す
幸

松
井
俊
樹

石
原
　
壽

㈱
小
林
傅
次
郎
中
央
地
所
部

代
表
取
締
役

社

長

小
林
久
子

㈱
銀
座
ナ
イ
ン

代
表
取
締
役

社

長

柴
田
孝
則

㈱
木
村
商
店

代
表
取
締
役

木
村
暖
子

銀
座
越
後
屋

八

代

目

永
井
甚
右
衛
門

㈱
新
橋
玉
木
屋

代
表
取
締
役

田
巻
章
子

川
崎
定
徳
㈱川

﨑

雄

厚

㈱
千
修

代
表
取
締
役

社

長

下
谷
友
康

㈱
髙
島
屋

常
務
取
締
役

亀
岡
恒
方

㈱
大
澤
ロ
ー
ヤ
ル

代
表
取
締
役

大
澤
忠
政

㈱
ゆ
か
り野

永
喜
一
郎

清
水
建
設
㈱

取
締
役
社
長

井
上
和
幸

三
番
町

田

中

康

博

㈱
ト
ミ
タ

代
表
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締
役

会

長

冨
田
正
一

㈾
北
見
商
店

代

表

社

員

北
見
ま
さ
ゑ

㈱
ナ
ン
シ
ン

代
表
取
締
役

会

長

齋
藤
信
房

㈱
東
京
會
舘

取
締
役
社
長

渡
辺
訓
章

い
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よ
し
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券
㈱

代
表
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行
役
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長

小
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代
表
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岸
本
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国
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取
締
役
社
長

定
保
英
弥
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㈱
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表
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森
口
友
美
子

マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
㈱

松

本

　

大 3口

㈱
ぬ
利
彦

代
表
取
締
役

社

長

中
澤
彦
七3口3口2口

東
京
建
物
㈱

代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員

野

村

均2口

北
見
不
動
産
㈲北

見

芳

夫

会
　
　
　
長

北

見

丈

亜

代
表
取
締
役

奉 祝 山 王 祭
順不同敬称略

奉 祝 山 王 祭
順不同敬称略

平
成
三
十
年
正
月
献
酒
醸
造
元
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

酒
は
、
こ
れ
を
神
々
に
献
り
、
そ
の
撤
下
を
い
た
だ
く
事
に
よ
っ
て
、
う

つ
う
つ
と
し
た
気
持
ち
が
晴
れ
や
か
に
な
る
百
薬
の
長
で
す
。
当
日
枝
神

社
の
御
祭
神
大
山
咋
神
は
、
古
来
、
酒
を
司
ら
せ
給
う
東
都
の
酒
神
と
厚

く
信
仰
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新

政

酒

造

㈱

酔

仙

酒

造

㈱

秋

田

銘

醸

㈱

沢
の
鶴
㈱
東
京
支
店

盛

田

㈱

大
関
㈱
首
都
圏
支
社

賀

茂

鶴

酒

造

㈱

ヤ

マ

サ

醤

油

㈱

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱

濱

田

酒

造

㈱

小
西
酒
造
㈱
東
京
支
社

宝

酒

造

㈱

雲
海
酒
造
㈱
東
京
支
店

日
本
盛
㈱
東
京
支
店

辰
馬
本
家
酒
造
㈱

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
㈱

白
鷹
㈱
東
京
支
店

櫻
正
宗
㈱
東
京
支
店

キ

ン

シ

正

宗

㈱

月

桂

冠

㈱

菊

正

宗

酒

造

㈱

富

久

娘

酒

造

㈱

白
鶴
酒
造
㈱
東
京
支
社

中

国

醸

造

㈱

薩

摩

酒

造

㈱

吉
乃
川
㈱
東
京
支
店

太

田

酒

造

㈱

黄

桜

㈱

㈱

ち

く

ま

食

品

㈱

山

本

本

家

江
井
ヶ
嶋
酒
造
㈱

桃
川
㈱
東
京
支
店

豊

島

屋

酒

造

㈱

田

村

酒

造

場

石

川

酒

造

㈱

㈲

金

井

酒

造

店

福

徳

長

酒

類

㈱

鍋

店

㈱

木

戸

泉

酒

造

㈱

岩

瀬

酒

造

㈱

㈱

家

久

長

本

店

天

鷹

酒

造

㈱

お
さ
が
り

㈱
ジ
ョ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

堀
切
健
司

㈱
オ
グ
ラ

代
表
取
締
役

小
倉
信
典

小
宮
山
印
刷
㈱小

宮
山
貴
史

代
表
取
締
役

社

長

㈱
ギ
ン
ザ
の
サ
ヱ
グ
サ

会

長

三
枝
　
進

表
千
家
　
不
審
菴

　

千

　

宗

左

㈱
桜
井
食
品

代
表
取
締
役

社

長

桜

井

　

勉

㈱
ジ
ャ
パ
ン
グ
レ
ー
ラ
イ
ン

代
表
取
締
役

眞
下
慶
一
郎

㈱
泉
屋
東
京
店

代
表
取
締
役

社

長

泉
　
邦
夫

弁
護
士
法
人 

一
番
町
綜
合
法
律
事
務
所

代

表

社

員

神
﨑
浩
昭

㈲
ナ
リ
タ
美
容
室

代
表
取
締
役

成
田
弘
子

㈱
ミ
カ
ミ

代
表
取
締
役

三
神
裕
継

㈱
エ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

保
戸
塚
優
美

㈾
清
水
隆
商
店

代
表
社
員

清
水

昭

治

柴
田
税
理
士
事
務
所

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

柴
田
哲
義 
恭
代

㈱
朝
日
写
真
ニ
ュ
ー
ス
社

代
表
取
締
役

阪
田
雅
子

㈱
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル 

東
急

総

支

配

人

末
吉
孝
弘

日
枝
神
社
四
葉
会

㈱
植
む
ら
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役

十
文
字
弘
美

山
の
茶
屋

遠

藤

恒

夫

永
田
町
　
天
竹

荻

原

秀

夫

㈱
ア
ル
フ
ァ
ビ
デ
オ

代
表
取
締
役

青
山
裕
生

山
王
む
ら
さ
き
会

会

長

清
水
威
人

有
楽
町
・
美
宝
ビ
ル

青
山
モ
リ
タ
ビ
ル森

田
定
亮

日
本
橋
𠮷
野
鮨
本
店

𠮷

野

正

敏

金
子
架
設
工
業
㈱

青
木
　
茂

㈱
榮
太
樓
總
本
鋪

代
表
取
締
役

社

長

細
田
　
眞

エ
ス
ビ
ー
食
品
㈱

代
表
取
締
役

社

長

小
形
博
行

裏
千
家
　
今
日
庵

千 

玄
室 

宗
室

㈱
錦
豊
琳

代
表
取
締
役

鈴
木
光
良

代

表

廣
田
特
許
事
務
所

廣
田
雅
紀

㈱
信
英
堂

代
表
取
締
役

桜
井
俊
一

㈱
木
村
屋
總
本
店

代
表
取
締
役

社

長

木
村
光
伯

㈱
ア
ー
バ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

社

長

服
部
信
治

㈱
錦
屋
マ
リ
エ
マ
リ
エ

取
締
役
社
長

勝
田
久
美
子

総
合
建
設
業

㈱
C
M
C

代
表
取
締
役

髙
橋
悦
郎

日
本
ビ
ダ
ヤ
コ
ム
㈱

代
表
取
締
役

社

長

東
郷
英
二

安
全
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役

中
谷
宗
平

有
楽
商
事
㈱

代
表
取
締
役

平
沼
顕
司

㈱
髙
田
装
束
店

代
表
取
締
役

加
藤
充
則

㈶
答
礼
会

会

長

長
田
近
衛

理

事

長

山
田
麻
喜
子

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

執

行

役

員

田
苗
　
明

㈱
小
山
本
家
酒
造

大

信

州

酒

造

㈱

七

笑

酒

造

㈱

山

梨

銘

醸

㈱

㈱

土

井

酒

造

場

㈱
今
田
酒
造
本
店

土

佐

鶴

酒

造

㈱

林

酒

造

場

司

牡

丹

酒

造

㈱

千
代
の
園
酒
造
㈱

㈱

福

光

屋

㈱

桝

田

酒

造

店

栃

倉

酒

造

㈱

㈱

丸

山

酒

造

場

㈱

北

雪

酒

造

菊

水

酒

造

㈱

奥

の

松

酒

造

㈱

㈱

佐

浦

和

田

酒

造

㈾

㈱

六

歌

仙

土

田

酒

造

㈱

東
宝
㈱

名

誉

会

長

松
岡
　
功

㈱
伊
勢
半
本
店

代
表
取
締
役

社

長

澤
田
晴
子

㈱
小
松
ス
ト
ア
ー

代
表
取
締
役

小
坂
　
敬

㈱
ホ
ッ
タ

取
締
役
社
長

堀
田
峰
明

銀
座
吉
田
㈱

代
表
取
締
役

吉
田
民
雄

㈱
銀
座
木
村
家

代
表
取
締
役

木
村
美
貴
子

家
元
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内

内
幸
町
・
有
楽
町

八
重
洲
・
日
本
橋

京

橋

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

銀

座

新

橋

崇
敬
者
（
氏
子
外
）

山
王
熱
供
給
㈱

代
表
取
締
役

社

長

津
曲
荒
太

㈱
食
文
化
総
研

レ
ス
ト
ラ
ン
黒
澤
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

社

長

丸

　

總

子

㈱
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
タ
ニ

代
表
取
締
役

社

長

大
谷
和
彦

木
村
實
業
㈱

代
表
取
締
役

木
村
平
右
衛
門

正
金
商
事
㈱

代
表
取
締
役

蛯
原
宗
久

富
士
産
業
㈱

代
表
取
締
役

中
村
勝
彦

佐

竹

昭

二

京
橋
大
根
河
岸
会

会

長

鈴
木
敏
行

㈱
な
だ
万

代
表
取
締
役

野
原
　
優

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

取
締
役
会
長

鈴
木
健
之

朝
日
総
業
㈱

代
表
取
締
役

池
本
な
ぎ
さ

㈱
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

社

長

是
枝
周
樹

㈱
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

代
表
取
締
役

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

淺
野
秀
則

㈱
ホ
ッ
ト
ア
ー
ト

代
表
取
締
役

望
月
秀
峻

㈱
丸
井
ス
ズ
キ

代
表
取
締
役

鈴
木
貴
博

㈱
糟
谷

相

談

役

糟
谷
孝
男

㈱
井
筒
装
束
店

代
表
取
締
役

社

長

佐
織
鉄
郎

き
ね
や
足
袋
㈱

代
表
取
締
役

中
澤
貴
之

㈱
キ
ョ
ウ
エ
イ
ア
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役

社

長

廣
瀬
勝
巳

㈱
兵
左
衛
門

代
表
取
締
役

会

長

浦
谷
兵
剛

㈱
フ
ェ
ム

代
表
取
締
役

藤
田
　
誠

佐
藤
産
業
㈱

会

長

佐
藤
太
美
雄

や
す
幸

松
井
俊
樹

石
原
　
壽

㈱
小
林
傅
次
郎
中
央
地
所
部

代
表
取
締
役

社

長

小
林
久
子

㈱
銀
座
ナ
イ
ン

代
表
取
締
役

社

長

柴
田
孝
則

㈱
木
村
商
店

代
表
取
締
役

木
村
暖
子

銀
座
越
後
屋

八

代

目

永
井
甚
右
衛
門

㈱
新
橋
玉
木
屋

代
表
取
締
役

田
巻
章
子

川
崎
定
徳
㈱川

﨑

雄

厚

㈱
千
修

代
表
取
締
役

社

長

下
谷
友
康

㈱
髙
島
屋

常
務
取
締
役

亀
岡
恒
方

㈱
大
澤
ロ
ー
ヤ
ル

代
表
取
締
役

大
澤
忠
政

㈱
ゆ
か
り野

永
喜
一
郎

清
水
建
設
㈱

取
締
役
社
長

井
上
和
幸

三
番
町

田

中

康

博

㈱
ト
ミ
タ

代
表
取
締
役

会

長

冨
田
正
一

㈾
北
見
商
店

代

表

社

員

北
見
ま
さ
ゑ

㈱
ナ
ン
シ
ン

代
表
取
締
役

会

長

齋
藤
信
房

㈱
東
京
會
舘

取
締
役
社
長

渡
辺
訓
章

い
ち
よ
し
証
券
㈱

代
表
執
行
役

社

長

小
林
　
稔

泉
吉
㈱

代
表
取
締
役

岸
本
昌
子

㈱
帝
国
ホ
テ
ル

取
締
役
社
長

定
保
英
弥

中
西
瀝
青
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役

森
口
友
美
子

マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
㈱

松

本

　

大 3口

㈱
ぬ
利
彦

代
表
取
締
役

社

長

中
澤
彦
七3口3口2口

東
京
建
物
㈱

代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員

野

村

均2口

北
見
不
動
産
㈲北

見

芳

夫

会
　
　
　
長

北

見

丈

亜

代
表
取
締
役

奉 祝 山 王 祭
順不同敬称略

奉 祝 山 王 祭
順不同敬称略

平
成
三
十
年
正
月
献
酒
醸
造
元
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

酒
は
、
こ
れ
を
神
々
に
献
り
、
そ
の
撤
下
を
い
た
だ
く
事
に
よ
っ
て
、
う

つ
う
つ
と
し
た
気
持
ち
が
晴
れ
や
か
に
な
る
百
薬
の
長
で
す
。
当
日
枝
神

社
の
御
祭
神
大
山
咋
神
は
、
古
来
、
酒
を
司
ら
せ
給
う
東
都
の
酒
神
と
厚

く
信
仰
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新

政

酒

造

㈱

酔

仙

酒

造

㈱

秋

田

銘

醸

㈱

沢
の
鶴
㈱
東
京
支
店

盛

田

㈱

大
関
㈱
首
都
圏
支
社

賀

茂

鶴

酒

造

㈱

ヤ

マ

サ

醤

油

㈱

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱

濱

田

酒

造

㈱

小
西
酒
造
㈱
東
京
支
社

宝

酒

造

㈱

雲
海
酒
造
㈱
東
京
支
店

日
本
盛
㈱
東
京
支
店

辰
馬
本
家
酒
造
㈱

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
㈱

白
鷹
㈱
東
京
支
店

櫻
正
宗
㈱
東
京
支
店

キ

ン

シ

正

宗

㈱

月

桂

冠

㈱

菊

正

宗

酒

造

㈱

富

久

娘

酒

造

㈱

白
鶴
酒
造
㈱
東
京
支
社

中

国

醸

造

㈱

薩

摩

酒

造

㈱

吉
乃
川
㈱
東
京
支
店

太

田

酒

造

㈱

黄

桜

㈱

㈱

ち

く

ま

食

品

㈱

山

本

本

家

江
井
ヶ
嶋
酒
造
㈱

桃
川
㈱
東
京
支
店

豊

島

屋

酒

造

㈱

田

村

酒

造

場

石

川

酒

造

㈱

㈲

金

井

酒

造

店

福

徳

長

酒

類

㈱

鍋

店

㈱

木

戸

泉

酒

造

㈱

岩

瀬

酒

造

㈱

㈱

家

久

長

本

店

天

鷹

酒

造

㈱

お
さ
が
り

㈱
ジ
ョ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

堀
切
健
司

㈱
オ
グ
ラ

代
表
取
締
役

小
倉
信
典

小
宮
山
印
刷
㈱小

宮
山
貴
史

代
表
取
締
役

社

長

㈱
ギ
ン
ザ
の
サ
ヱ
グ
サ

会

長

三
枝
　
進

表
千
家
　
不
審
菴

　

千

　

宗

左

㈱
桜
井
食
品

代
表
取
締
役

社

長

桜

井

　

勉

㈱
ジ
ャ
パ
ン
グ
レ
ー
ラ
イ
ン

代
表
取
締
役

眞
下
慶
一
郎

㈱
泉
屋
東
京
店

代
表
取
締
役

社

長

泉
　
邦
夫

弁
護
士
法
人 

一
番
町
綜
合
法
律
事
務
所

代

表

社

員

神
﨑
浩
昭

㈲
ナ
リ
タ
美
容
室

代
表
取
締
役

成
田
弘
子

㈱
ミ
カ
ミ

代
表
取
締
役

三
神
裕
継

㈱
エ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

保
戸
塚
優
美

㈾
清
水
隆
商
店

代
表
社
員

清
水

昭

治

柴
田
税
理
士
事
務
所

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

柴
田
哲
義 

恭
代

㈱
朝
日
写
真
ニ
ュ
ー
ス
社

代
表
取
締
役

阪
田
雅
子

㈱
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル 

東
急

総

支

配

人

末
吉
孝
弘

日
枝
神
社
四
葉
会

㈱
植
む
ら
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役

十
文
字
弘
美

山
の
茶
屋

遠

藤

恒

夫

永
田
町
　
天
竹

荻

原

秀

夫

㈱
ア
ル
フ
ァ
ビ
デ
オ

代
表
取
締
役

青
山
裕
生

山
王
む
ら
さ
き
会

会

長

清
水
威
人

有
楽
町
・
美
宝
ビ
ル

青
山
モ
リ
タ
ビ
ル森

田
定
亮

日
本
橋
𠮷
野
鮨
本
店

𠮷

野

正

敏

金
子
架
設
工
業
㈱

青
木
　
茂

㈱
榮
太
樓
總
本
鋪

代
表
取
締
役

社

長

細
田
　
眞

エ
ス
ビ
ー
食
品
㈱

代
表
取
締
役

社

長

小
形
博
行

裏
千
家
　
今
日
庵

千 

玄
室 

宗
室

㈱
錦
豊
琳

代
表
取
締
役

鈴
木
光
良

代

表

廣
田
特
許
事
務
所

廣
田
雅
紀

㈱
信
英
堂

代
表
取
締
役

桜
井
俊
一

㈱
木
村
屋
總
本
店

代
表
取
締
役

社

長

木
村
光
伯

㈱
ア
ー
バ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

社

長

服
部
信
治

㈱
錦
屋
マ
リ
エ
マ
リ
エ

取
締
役
社
長

勝
田
久
美
子

総
合
建
設
業

㈱
C
M
C

代
表
取
締
役

髙
橋
悦
郎

日
本
ビ
ダ
ヤ
コ
ム
㈱

代
表
取
締
役

社

長

東
郷
英
二

安
全
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役

中
谷
宗
平

有
楽
商
事
㈱

代
表
取
締
役

平
沼
顕
司

㈱
髙
田
装
束
店

代
表
取
締
役

加
藤
充
則

㈶
答
礼
会

会

長

長
田
近
衛

理

事

長

山
田
麻
喜
子

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

執

行

役

員

田
苗
　
明

㈱
小
山
本
家
酒
造

大

信

州

酒

造

㈱

七

笑

酒

造

㈱

山

梨

銘

醸

㈱

㈱

土

井

酒

造

場

㈱
今
田
酒
造
本
店

土

佐

鶴

酒

造

㈱

林

酒

造

場

司

牡

丹

酒

造

㈱

千
代
の
園
酒
造
㈱

㈱

福

光

屋

㈱

桝

田

酒

造

店

栃

倉

酒

造

㈱

㈱

丸

山

酒

造

場

㈱

北

雪

酒

造

菊

水

酒

造

㈱

奥

の

松

酒

造

㈱

㈱

佐

浦

和

田

酒

造

㈾

㈱

六

歌

仙

土

田

酒

造

㈱

東
宝
㈱

名

誉

会

長

松
岡
　
功

㈱
伊
勢
半
本
店

代
表
取
締
役

社

長

澤
田
晴
子

㈱
小
松
ス
ト
ア
ー

代
表
取
締
役

小
坂
　
敬

㈱
ホ
ッ
タ

取
締
役
社
長

堀
田
峰
明

銀
座
吉
田
㈱

代
表
取
締
役

吉
田
民
雄

㈱
銀
座
木
村
家

代
表
取
締
役

木
村
美
貴
子

家
元
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今
年
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
は
江

戸
か
ら
東
京
に
な
っ
て
一
五
〇
年
の
節
目

に
あ
た
る
。
明
治
時
代
の
帝
都
東
京
は

徐
々
に
江
戸
の
面
影
を
喪
い
つ
つ
あ
り
、

山
王
権
現
の
山
王
祭
も
日
枝
神
社
の
神

幸
祭
へ
と
変
わ
っ
た
。
こ
の
神
輿
渡
御
祭

は
、
明
治
維
新
初
期
に
は
中
断
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
も
の
の
現
在
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
。
今
年
は
六
月
八
日
（
金
）
に
催
行

さ
れ
、
三
基
の
神
輿
渡
御
と
そ
の
御
供
と

し
て
い
く
つ
か
の
山
車
が
巡
行
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

行
列
が
江
戸
城
内
郭
を
巡
行
し
た
「
天

下
祭
」
と
し
て
の
山
王
祭
は
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
が
最
後
で
あ
り
、
維
新
以

降
、
主
が
将
軍
か
ら
天
皇
へ
替
わ
っ
た
宮

城
に
は
も
ち
ろ
ん
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

明
治
期
の
混
乱
も
一
段
落
し
た
明
治

十
五
年
（
一
八
八
二
）
正
月
九
日
、
日
枝

神
社
は
官
幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
、
そ
の
年

は
陰
祭
で
あ
っ
た
の
で
翌
年
の
祭
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
氏
子
町
か
ら
は
多
く
の

山
車
や
附
祭
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
山
車
の
全
貌
を
描
い
た
錦
絵
が

「
明
治
十
六
年
六
月
十
五
日　

日
枝
神
社

祭
礼
花
車
一
覧
」（
神
田
神
社
蔵
）
で
あ

り
、
す
で
に
祭
日
も
新
暦
に
、
社
名
・
祭

名
も
一
新
さ
れ
て
い
た
が
、
タ
イ
ト
ル
の

日
枝
に
「
さ
ん
わ
ふ
」、
花
車
に
「
だ
し
」

と
振
ら
れ
る
。

　

本
図
右
下
に
同
年
同
日
の
「
御
届
」
と

「
画
工
兼
出
板
人　

小
傳
馬
町
三
丁
目

十
六
番
地　

長
谷
川
其
吉
」
と
あ
り
、
例

え
ば
「
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
」
運
営
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
に
よ
る
と
、
同
会
に
は
版
元
長

谷
川
園
（
其
）
吉
に
よ
る
歌
舞
伎
絵
な
ど

の
錦
絵
が
十
一
件
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

錦
絵
下
に
は
当
時
の
「
日
枝
神
社

氏
子
町
大
略
表
」
が
貼
り
付
け
ら
れ
て

お
り
、
江
戸
時
代
と
異
な
る
町
名
も
見

え
る
も
の
の
、
氏
子
町
数
は
ほ
ぼ
同
じ

一
六
六
ヶ
町
が
記
さ
れ
て
い
る
（
寛
政
四

年
（
一
七
九
二
）「
山
王
御
祭
礼
出
候
町
々

小
間
割
」
近
世
史
料
研
究
会
編
『
江
戸
町

触
集
成　

九
』
九
八
四
六
号
、
塙
書
房
、

一
九
九
八
年
）。

　

江
戸
時
代
の
山
王
祭
は
基
本
的
に
六
月

十
五
日
、
丸
一
日
の
行
事
で
あ
っ
た
。
山

車
や
附
祭
は
山
下
御
門
に
集
合
し
て
山
王

権
現
へ
向
か
い
、
こ
こ
で
神
輿
が
最
後
尾

に
合
流
し
て
内
郭
を
行
列
し
、
常
盤
橋
御

門
を
出
る
と
山
車
や
附
祭
は
解
散
し
た
。

神
輿
は
さ
ら
に
氏
子
町
を
巡
幸
し
て
御

旅
所
に
駐
輦
し
た
後
、
夕
刻
か
夜
、
山
王

権
現
に
還
御
し
た
。
そ
れ
が
明
治
期
に
は

複
数
日
（
三
日
間
程
）
の
行
程
と
な
り
、

以
下
、「
御
社
日
記
」（
日
枝
神
社
蔵
、
日

枝
神
社
編
『
日
枝
神
社
史　

全
』　

日
枝

神
社
御
鎮
座
五
百
年
奉
賛
会
、
一
九
七
九

年
）
の
明
治
十
六
年
条
を
現
代
文
に
改
め

る
。

　

六
月
十
五
日
は
午
前
六
時
本
社
祭
典
、

正
午
神
輿
渡
御
出
発
、
官
社
へ
の
列
格
祝

と
し
て
鳳
輦
を
新
調
し
、
附
祭
・
山
車
が

賑
々
し
か
っ
た
。
十
六
日
、
新
町
を
巡
幸

武
蔵
大
学　

教
授　

福
原
敏
男

明
治
十
六
年
の
日
枝
神
社
祭
礼
山
車
図

　
　
　
　
　
　
　
　
―
江
戸
山
王
祭
の
残
影

寄	

稿

一段目
宝田丁
祝田丁
元千代田丁
大手丁一二
道三丁
銭瓶丁
永楽丁一二
八重洲丁一二
有楽丁一二三
本町一二三四
岩つき丁

本石丁一二三四
同十軒店
金ふき丁
本かハ屋丁
する河丁
本両替丁
北さや丁
品川丁

（同）うら河岸
本銀丁一二三四
室町一二三
せともの丁
いせ丁
本舟丁
本小田原丁
長はま丁
安針丁

通り丁一二三四
西河岸丁
呉服丁
元大工丁
すき屋丁

ひもの丁
上まき丁
よろづ丁
元四日市丁
青物丁
佐内丁
平まつ丁
川瀬石丁
新右衛門丁
くれまさ丁
箔屋丁
下まき丁
本材木丁
にしき丁

南でん馬丁三
二段目

中橋広小路丁
北槙丁
南まき丁
南大工丁
南かぢ丁
五郎兵衛丁
たゝミ丁
北紺屋丁
中橋和泉丁
大鋸丁
南鞘丁
松川丁
鈴木丁
いなバ丁
常盤丁
具足丁
やなぎ丁
炭丁

桶丁
銀座四丁
三十ぼり三丁
尾張丁新地
南こんや丁
弓丁
新肴丁

弥左衛門丁
やりや丁
西こんや丁
元すき丁四丁
尾はり丁二丁
竹川丁
出雲丁
南金六丁
日吉丁

たきやま丁
山下丁

南なべ丁二丁
南佐々木丁
かぢ丁
八官丁
丸屋丁
山しろ丁
さう十郎丁
本港丁
霊岸島丁
川口丁

東ミなと丁
亀島丁
三段目
北しま丁
岡島丁

本八丁堀五丁

長沢丁
八丁ぼり仲丁
永しま丁
日比谷丁
さいわひ丁
元島丁

まつや丁三丁
たつしろ丁
箱ざき四丁
小あミ丁四丁
さか本丁
水谷丁
田代丁
南かやば丁
てりふり丁
小ふな丁

大でんま三丁
通油丁

通しほ（塩）丁
亀井丁
橋本丁三丁
馬喰丁四丁

小てんま丁三丁
てつぼう（鉄炮）丁

田所丁
長谷川丁

ほりとめニ丁
ほりえ丁三丁
新材木丁三丁
新のり物丁
ふきや丁
さかい丁
よし丁
甚左衛門丁

元大坂丁
かきがら丁
高砂丁
浪花丁
住吉丁

新いづミ丁
冨沢丁
新大坂丁

たちばな丁三
はま丁
元濱丁
四段目

やげんぼり
横山丁三丁
吉川丁
米沢丁
村まつ丁
久まつ丁
若まつ丁
弥生丁

かうじ丁十三丁
同平河丁六丁
同はなぶさ丁
元草河丁
麹丁元岡丁
同山本丁
同紀尾井丁
赤坂田丁
永田丁
内幸丁
内山下丁
裏霞ヶ岡
表霞ヶ岡
外さくら田

明治16年（1883）「日枝神社氏子町大略表」（編集上、縦書き4段を横書き5列とした）
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し
、
御
旅
所
へ
入
っ
た
。
十
七
日
、
神
輿

は
御
旅
所
よ
り
帰
社
し
た
が
、
中
山
邸
前

を
通
る
節
、
明
宮
嘉
仁
親
王
（
後
の
大
正

天
皇
）
が
御
覧
に
な
っ
た
（『
中
山
忠
能

卿
日
記
』）。

　

将
軍
の
代
わ
り
に
皇
族
上
覧
と
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
本
錦
絵
の
上
部
に
は
富
士

山
が
誇
張
さ
れ
、
右
に
宮
城
の
櫓
が
見
え

る
。
右
上
に
行
列
先
頭
の
大
榊
、
江
戸
時

代
と
は
順
番
が
異
な
っ
て
三
基
の
神
輿
が

先
導
し
、
山
車
先
頭
に
は
江
戸
時
代
と
同

様
、
一
番
諫
鼓
鶏
と
二
番
御
幣
に
猿
の
吹

貫
山
車
が
続
く
。
そ
の
後
ろ
の
三
番
猿
人

形
は
、
江
戸
時
代
と
同
じ
趣
向
の
猿
で
も

一
本
柱
傘
鉾
で
は
な
く
二
層
櫓
構
造
で
あ

る
。
以
降
は
石
台
に
稲
穂
蝶
な
ど
、
江
戸

時
代
の
人
形
や
造
り
物
が
多
い
全
三
十
六

本
の
山
車
が
描
か
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、江
戸
時
代
と
同
様
、一
本
柱
型
（
万
度
・

万
灯
や
傘
鉾
）
の
山
車
も
多
い
。

　

主
役
は
大
き
く
描
か
れ
た
日
本
武
尊
命

山
車
で
あ
り
、
正
面
の
額
に
「
坂
本
町
」

と
あ
る
。
二
輪
二
層
櫓
の
上
に
朱
勾
欄
を

巡
ら
し
て
人
形
を
飾
る
形
態
は
幕
末
に
登

場
し
た
。
背
中
の
日
覆
い
で
姿
は
見
え
な

い
も
の
の
、
轅
に
繋
が
れ
た
牛
が
牽
い
て

お
り
、
日
覆
い
の
長
さ
か
ら
す
る
と
二
頭

立
て
の
可
能
性
も
あ
る
。
一
層
目
の
囃
子

座
に
は
向
か
っ
て
右
に
締
太
鼓
二
、
左
に

鋲
打
ち
太
鼓
一
を
据
え
て
打
ち
、
そ
の
後

ろ
に
も
囃
子
方
が
見
え
、
真
ん
中
に
は
御

幣
を
持
ち
、
狐
面
を
か
ぶ
っ
た
踊
り
手
が

見
え
る
。

　

日
本
武
尊
命
山
車
左
に
は
附
祭
の
踊
り

屋
台
が
二
台
描
か
れ
て
お
り
、
右
に
は
二

頭
の
金
色
の
獅
子
頭
が
祀
ら
れ
、
左
は
二

人
の
演
者
を
載
せ
て
い
る
。
右
端
に
は
二

～
三
階
建
て
の
明
治
洋
館
で
あ
ろ
う
か
、

下
か
ら
は
女
性
が
、
屋
上
で
は
男
性
が
行

列
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
山
車
を
見
物
し

て
い
る
町
家
は
金
屏
風
を
立
て
廻
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

官
社
と
な
っ
た
翌
年
の
神
幸
祭
は
昇
格

を
寿
ぎ
、
江
戸
時
代
盛
時
の
天
下
祭
を

彷
彿
と
さ
せ
る
大
祭
礼
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
山
車
は
、
一
部
は
明
治
二
十
年
代
の

火
災
に
よ
り
焼
失
し
つ
つ
も
、
以
降
も
奉

祝
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
数
台
ず
つ
曳
き
出
さ

れ
て
は
、
江
戸
山
王
祭
の
面
影
を
伝
え
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
中
・
後
期

に
敷
設
さ
れ
た
電
線
や
路
面
電
車
（
跨

線
の
障
害
）
の
影
響
に
よ
っ
て
、
山
車

は
衰
退
し
て
い
っ
た
（
氏
子
側
の
変
容
も

あ
っ
た
）。
そ
し
て
山
車
は
関
東
大
震
災

（
一
九
二
三
年
）
に
よ
り
壊
滅
的
被
害
を

受
け
、
震
災
以
降
特
に
盛
行
し
た
町
神
輿

（
町
内
神
輿
、
明
治
末
期
に
誕
生
）
に
主

役
の
座
を
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

錦絵
「明治十六年
六月十五日
日枝神社祭礼
山車一覧」
（神田神社蔵
錦02-02-08）
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第
五
十
四
回
日
枝
神
社
奉
納
書
初
展

に
お
い
て
、
宮
司
賞
を
い
た
だ
い
て
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

習
い
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
か

ら
「
習
い
た
い
。」
と
初
め
て
思
え
た

の
が
書
道
で
し
た
。
小
学
校
四
年
生
の

時
に
書
道
教
室
の
体
験
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
に
書
い
た
字
を
先
生
が
と
て
も

褒
め
て
く
だ
さ
り
、
私
は
「
も
っ
と
上

手
に
な
り
た
い
。」
と
思
い
通
い
始
め
ま

し
た
。

　

今
回
、
出
展
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
作

品
は
、
書
道
部
の
合
宿
で
書
き
ま
し
た
。

一
文
字
づ
つ
、
先
生
の
お
手
本
を
見
な

が
ら
気
持
ち
を
込
め
て
描
い
た
作
品
で

す
。

　

手
書
き
離
れ
し
て
い
る
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
字
を
書
く
と
い
う
こ
と
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
時
、
驚
き

と
感
動
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
く
こ
と
が
出
来

た
の
は
、
今
ま
で
熱
心
に
ご
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
と
家
族
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

山
王
奉
書
の
時
に
宮
司
か
ら
の
お
話
で

「
ぜ
ひ
、
続
け
て
欲
し
い
。」
と
い
う
言

葉
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

書
道
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
字
の
上
達
だ
け
で
は
な
く
、

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
礼
儀
な
ど

も
し
っ
か
り
身
に
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
度
は
、
審
査
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

宮
司
賞
を
い
た
だ
い
て

 

三
輪
田
学
園
中
学
校
三
年　

中
村
　
桃
香
　

氏
子
崇
敬
会
長
賞

宮
司
賞

　

今
回
は
、
第
五
十
四
回
日
枝
神
社
奉

納
書
初
展
に
お
い
て
氏
子
崇
敬
会
長
賞

に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
小
学
校
一
年
生
の
頃
に
硬
筆
を
、

小
学
校
四
年
生
か
ら
毛
筆
の
書
写
を
習

い
始
め
ま
し
た
。
当
時
書
写
教
室
に
い

た
四
つ
上
の
先
輩
の
字
に
憧
れ
て
、
毛

筆
を
始
め
ま
し
た
が
最
初
は
筆
で
ま
っ

す
ぐ
線
を
引
く
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な

い
状
態
で
し
た
。
私
が
こ
こ
ま
で
書
道

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
一
か
ら
筆

使
い
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
様
々
な
先

生
方
の
お
か
げ
だ
と
思
い
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
、
私
が
書
き
初
め
で
書
い
た

「
希
望
と
努
力
」
と
い
う
言
葉
は
私
の

部
活
で
の
書
道
の
練
習
を
奮
い
立
た
せ

て
く
れ
る
よ
う
な
言
葉
で
し
た
。
こ
の

課
題
で
一
番
難
し
か
っ
た
と
こ
ろ
は
「
字

の
バ
ラ
ン
ス
」
で
す
。
そ
の
中
で
も
「
字

に
中
心
線
を
通
し
て
ま
っ
す
ぐ
見
え
る

よ
う
に
す
る
」「
平
仮
名
、
漢
字
一
字
一

字
の
大
き
さ
を
意
識
し
て
書
く
」
と
い

う
と
こ
ろ
に
苦
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
二

つ
を
達
成
す
る
に
は
全
体
か
ら
文
字
を

み
る
と
い
う
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
こ
の
点
は
部
活
内
の
同
級
生
と
作

品
を
見
合
っ
た
り
、
交
流
し
た
り
し
て

最
終
的
に
は
納
得
の
い
く
字
が
書
け
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
「
氏
子
崇
敬
会
長
賞
」
を
頂
き
、

諦
め
ず
に
練
習
を
す
る
こ
と
が
大
切
と

い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
一
度
初
心
に

戻
っ
て
作
品
を
見
つ
め
直
す
こ
と
の
大

切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
度
は
、
草
書
や
隷
書
な
ど
の
書
体
に

も
挑
戦
す
る
つ
も
り
で
す
。
き
っ
と
つ

ま
ず
い
て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
が
人
の
話
を
聞
く
な

ど
視
点
を
広
く
も
っ
て
練
習
し
て
い
き

た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
上
達
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。

　
正
月
恒
例
の
書
初
展
は
、
奉
納
作

品
を
正
月
期
間
（
一
月
十
五
日
迄
）
境

内
に
展
示
し
ま
し
た
。
一
月
六
日
午
後

二
時
よ
り
社
殿
に
て
奉
告
祭
が
執
り

行
わ
れ
、
引
き
続
き
参
集
殿
に
て
山

王
奉
書
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
宮
司
賞
を
三
輪
田
学
園
中
学
校
の

中
村
桃
香
様
が
、
氏
子
崇
敬
会
長
賞

を
九
段
中
等
教
育
学
校
の
永
井
夏
美

様
が
其
々
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
十
四
回

　　
　
奉
納
書
初
展

山王奉書会
（参集殿にて）

第
五
十
四
回
　
山
王
奉
書
会 

 

表
彰
者
芳
名
〈
順
不
同
〉

宮
司
賞

　

三
輪
田
学
園
中
学
校

 

中
村　

桃
香 

様

氏
子
崇
敬
会
会
長
賞

　

九
段
中
等
教
育
学
校

 

永
井　

夏
美 

様

秀
　
作

　

神
田
一
橋
中
学
校

 

小
林　

朱
莉 

様

　

麹
町
中
学
校 
 

 
 

小
野
ま
り
子 

様

　

麹
町
学
園
女
子
中
学
校 

 
 

高
橋　

陽
菜 

様

　

諸
星
中
学
校 

 
 

 

富
士　

瑛
生 

様

　

上
石
神
井
中
学
校  

 
 

天
野　

杏
里 

様

　

番
町
小
学
校 

 
 

 

平
田　

華
衣 

様

　

麹
町
小
学
校 

 
 

 

小
澤　

亜
美 

様

　

和
泉
小
学
校 

 
 

 

平
田　

真
緖 

様

　

千
代
田
小
学
校 

 
 

 

吉
田　
　

凱 

様

　

泰
明
小
学
校 

 
 

 

柏
崎
美
咲
妃 

様

氏
子
崇
敬
会
長
賞
を
い
た
だ
い
て

 

九
段
中
等
教
育
学
校
二
年　

永
井
　
夏
実
　



山王　132号15

〈
第
五
十
四
回
日
枝
神
社
奉
納
書
初
展
・
山
王
奉
書
会
記
念
講
演
〉

夢
に
む
か
っ
て

　
　
　
〜
挑
戦
す
る
こ
と
の
た
い
せ
つ
さ

 

柔 

道 

家　

古
賀
稔
彦
氏

　

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
先
程
紹
介
に
あ
り
ま
し
た
、
柔
道

家
の
古
賀
俊
彦
で
す
。
本
日
は
お
招
き
頂
き

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
程
見
て
頂
い
た

D
V
D
長
か
っ
た
と
思
う
人
は
挙
手
し
て
下
さ

い
。
本
日
は
私
が
大
活
躍
し
て
い
た
時
代
に
生

ま
れ
て
い
な
い
子
供
た
ち
が
大
勢
い
ま
す
か
ら
、

あ
の
D
V
D
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

見
て
頂
か
な
い
限
り
、
私
は
た
だ
の
お
じ
さ
ん

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、

あ
の
長
い
D
V
D
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。

　

実
は
私
、
神
社
が
大
好
き
で
す
。
勿
論
、
私

の
道
場
に
も
日
枝
神
社
の
御
札
を
御
祀
り
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
大
好
き
か
は
、追
々

話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
日
は
限
ら
れ
た
時
間
に
な
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
な
に
か
１
つ
で
も
皆
様
の
心
に
残
る
話
を

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
如
何
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
ど
の
世
界
に
も
天
才
と
呼
ば
れ
る
人

が
い
ま
す
。
経
済
界
、
教
育
界
、
料
理
界
、
そ

し
て
私
達
が
や
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
界
に
も
天

才
と
呼
ば
れ
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
人
達
は
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
の
中
で
素
晴
ら
し
い
戦
い
、
立

派
な
成
績
、
そ
し
て
多
く
の
感
動
を
私
達
に
与

え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
皆
様
に
質
問
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の

ス
ポ
ー
ツ
界
で
、
現
在
、
過
去
問
わ
ず
、
あ
の

人
は
天
才
だ
な
と
思
え
る
選
手
が
い
た
ら
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
野
球
選
手
と
言
え
ば
？

　

→
イ
チ
ロ
ー
選
手

プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
言
え
ば
？

　

→
錦
織
圭
選
手

柔
道
家
と
言
え
ば
？

　

→
古
賀
稔
彦
選
手

　

こ
こ
で
も
う
１
つ
質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
私
っ
て
天
才
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
瞬
間
が
あ
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

た
ら
手
を
挙
げ
て
下
さ
い
。
皆
様
謙
虚
で
す
ね
。

自
分
で
は
気
が
つ
か
な
い
事
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
は
、
こ
の
天
才
と
言
う
言
葉
、
普
通
で

は
考
え
ら
れ
な
い
事
を
成
し
遂
げ
た
特
別
な

人
間
の
事
を
呼
ぶ
時
に
使
い
ま
す
。
し
か
し
私

が
思
う
こ
の
天
才
と
い
う
言
葉
は
、
天
が
与
え

た
才
能
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
事
は
人

間
一
人
一
人
の
中
に
実
は
色
々
な
才
能
を
隠
し

持
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
皆
様
も
天
才
の

一
人
と
言
う
事
で
す
。
ま
ず
は
自
分
自
身
に
自

信
を
も
っ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
自
分
の
隠
れ
た

才
能
を
信
じ
て
下
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
こ
の
あ
な
た
前
に
出
て
き
て

下
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
自
身
の
事
を
天
才
だ
と
思
っ
て

下
さ
い
。
ス
ポ
ー
ツ
等
で
私
は
出
来
な
い
、
私

は
負
け
る
、
と
思
っ
て
い
る
人
は
絶
対
に
負
け

ま
す
。
私
は
絶
対
出
来
る
、
私
は
絶
対
勝
つ
と

思
う
人
に
は
勝
て
る
チ
ャ
ン
ン
ス
が
産
ま
れ
ま

す
。
で
す
か
ら
、
私
に
は
出
来
な
い
で
は
な
く
、

俺
は
出
来
る
、
俺
は
天
才
だ
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
事
に
よ
っ
て
自

分
の
隠
れ
て
い
る
才
能
が
芽
生
え
、
意
欲
が
湧

い
て
き
ま
す
。

　

今
か
ら
見
本
を
見
て
も
ら
い
ま
す
。「
俺
は

天
才
だ
」
と
自
分
の
気
持
ち
を
込
め
て
大
声
で

叫
ん
で
下
さ
い
。

A
さ
ん

　
「
俺
は
天
才
だ
ー
！！
」

　

自
分
な
ら
出
来
る
の
だ
と
言
う
事
を
言
葉
に

し
て
表
す
事
で
、
自
然
と
自
分
の
力
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
皆
様
の
中
に
眠
る
色
々
な
才
能

を
引
き
出
す
為
に
は
、
自
分
自
身
の
挑
戦
意
欲

を
言
葉
に
し
て
出
し
て
い
く
、
そ
う
す
る
事
で

困
難
を
何
と
か
乗
り
越
え
て
い
く
力
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
是
非
と
も
、
皆
様
方
も
自
身
の

事
を
天
才
だ
と
言
葉
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
ぜ
、
私
が
自
身
の
事
を
天
才
だ
と
思
え

る
か
と
言
う
と
、
過
去
の
実
績
が
あ
る
か
ら
で

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
三
回
出
場
し
、
金
メ
ダ

ル
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
そ
し
て
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
も
三
回
な
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時

ま
さ
に
活
躍
で
は
な
く
大
活
躍
し
た
選
手
で
し

た
。
そ
の
当
時
天
才
と
言
わ
れ
て
い
た
選
手
で

し
た
。
し
か
し
元
々
そ
ん
な
人
間
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
柔
道
で
ま
し
て
や
金
メ
ダ
ル
を

取
る
様
な
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

か
ら
そ
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
私
か
ら
は
想
像
出
来
な
い
子
供
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
一
つ
目
と
し
て
私
は
二
人

兄
弟
で
す
。
兄
と
私
が
い
ま
す
。
し
か
し
両
親

の
希
望
と
し
て
は
二
人
目
の
子
供
は
女
の
子
が

欲
し
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
産
ま
れ
て
き
た

子
供
は
こ
こ
に
い
る
男
で
し
た
。
ど
う
し
て
も

女
の
子
が
欲
し
か
っ
た
両
親
の
ワ
ガ
マ
マ
が
強

か
っ
た
余
り
私
は
生
ま
れ
な
が
ら
女
の
子
の
様

に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
髪
の
毛
は
長
髪

に
し
、
女
子
柔
道
で
大
活
躍
し
た
谷
亮
子
選
手

が
試
合
の
時
赤
い
ゴ
ム
で
髪
を
結
ん
で
い
た
様

に
私
も
赤
い
リ
ボ
ン
で
髪
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
洋
服
は
女
の
子
の
服
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
近
所
の
お
姉
ち
ゃ
ん
達
か
ら
貰
っ

た
ス
カ
ー
ト
等
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
格
好

を
し
て
い
る
と
、
今
度
は
母
親
に
「
稔
彦
ち
ゃ

ん
ち
ょ
っ
と
お
い
で
。」
と
呼
ば
れ
て
行
く
と
、

鏡
台
の
前
に
座
ら
さ
れ
化
粧
を
さ
れ
ま
し
た
。

で
す
か
ら
小
さ
い
時
は
赤
い
リ
ボ
ン
で
髪
を
結

び
、
化
粧
を
し
て
ス
カ
ー
ト
を
履
い
た
私
が
当

た
り
前
で
し
た
。

　

柔
道
と
言
え
ば
、
小
さ
い
頃
か
ら
人
一
倍
体
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が
大
き
か
っ
た
り
、
力
が
強
か
っ
た
り
、
わ
ん

ぱ
く
小
僧
が
や
る
様
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
私
は
そ
の
正
反
対
で
産
ま
れ
た
時
か

ら
大
切
に
育
て
ら
れ
、
気
管
支
炎
ぜ
ん
そ
く
を

持
っ
て
お
り
、
頻
繁
に
咳
き
込
み
、
熱
を
出
し

両
親
に
病
院
に
担
ぎ
込
ま
れ
る
体
が
弱
い
子
供

で
し
た
。
そ
れ
だ
け
病
弱
で
軟
弱
で
い
つ
も
青

白
い
顔
を
し
た
子
供
で
し
た
。
と
て
も
柔
道
等

の
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
様
な
子
供
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
柔
道
を
始
め
る
前
ま
で
は
書
道
を

習
っ
て
い
ま
し
た
。
書
道
は
幼
稚
園
か
ら
始
め

ま
し
た
。
逆
を
言
え
ば
柔
道
か
ら
一
番
遠
い
人

間
で
し
た
。
私
が
柔
道
と
出
会
っ
た
の
は
、
小

学
校
一
年
生
の
時
で
し
た
。
多
く
の
人
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
活
躍
し
た
い
、

体
を
強
く
し
た
い
等
、
夢
や
目
的
が
あ
っ
て
始

め
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
す
ご
く
簡
単
な
理

由
で
始
め
ま
し
た
。
先
ず
始
め
に
遊
び
友
達
が

柔
道
を
始
め
ま
し
た
。
い
つ
も
私
と
兄
、
四
人

の
友
達
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
四
人
の
友

達
が
柔
道
を
始
め
ま
し
た
。
夕
方
い
つ
も
の
よ

う
に
遊
ん
で
い
る
と
四
人
の
友
達
が
「
俺
た
ち

柔
道
始
め
た
か
ら
先
に
帰
る
」
と
言
っ
て
先
に

帰
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
私
と

兄
二
人
で
遊
ぶ
事
に
な
り
全
く
面
白
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
そ
の
友
達
は
「
俺
た
ち

は
柔
道
場
に
行
け
ば
、
練
習
が
始
ま
る
前
ま
で

は
柔
道
場
で
み
ん
な
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
よ
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
私
は

柔
道
を
始
め
れ
ば
み
ん
な
と
長
く
遊
べ
る
の
だ

と
思
い
柔
道
を
始
め
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
わ

た
し
は
た
だ
友
達
と
遊
び
た
い
と
い
う
単
純
な

理
由
で
柔
道
を
始
め
ま
し
た
。
柔
道
を
初
め
て

半
年
、
初
め
て
同
じ
道
場
の
中
で
試
合
に
出
し

て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る

子
供
た
ち
手
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

で
は
質
問
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
試
合
に
出
ら
れ
る
と
な
っ
た
ら
、
嬉
し
い
？
悲

し
い
？
ど
ち
ら
で
す
か
？
」
も
ち
ろ
ん
嬉
し
い

で
す
よ
ね
。さ
あ
、試
合
に
出
ま
す
。「
勝
ち
た
い
、

負
け
た
い
、
引
き
分
け
た
い
」
ど
れ
で
す
か
？

も
ち
ろ
ん
、
勝
ち
た
い
で
す
よ
ね
。

　

し
か
し
柔
道
は
半
年
く
ら
い
や
っ
て
も
全
然

上
手
く
な
ら
な
い
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
受
け
身

や
技
を
教
え
て
も
ら
う
く
ら
い
で
す
か
ら
、
全

く
強
く
な
い
で
す
。
で
も
子
供
で
す
か
ら
そ
ん

な
事
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
勝
ち
た

い
と
思
っ
て
試
合
に
出
ま
し
た
。
結
果
は
も
ち

ろ
ん
、
あ
っ
と
い
う
間
に
投
げ
ら
れ
て
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

試
合
に
負
け
る
と
悔
し
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
最
近
の
子
供
は
違
い
ま
す
。
試
合
に
負
け

る
と
、
悔
し
が
る
ど
こ
ろ
か
、「
や
っ
た
ー
早
く

帰
れ
る
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

ん
な
子
供
も
い
る
よ
う
な
時
代
に
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
け
ど
も
、
だ
い
た
い
悔
し
い
で
す
。

私
も
涙
を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
こ
ぼ
し
な
が
ら
悔
し
が
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
が
強
く
な
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も

強
く
な
る
方
法
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎

日
、
柔
道
場
に
行
っ
て
は
投
げ
ら
れ
続
け
ま
し

た
。
引
っ
越
し
の
関
係
で
お
父
さ
ん
が
柔
道
場

へ
送
り
迎
え
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ

る
日
お
父
さ
ん
か
ら
「
と
し
ひ
こ
強
く
な
り
た

い
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
私
が
「
も
ち
ろ

ん
強
く
な
り
た
い
！
」
と
答
え
る
と
、
お
父
さ

ん
は
「
じ
ゃ
あ
、
強
く
な
る
方
法
を
教
え
よ
う
」

と
言
い
、
私
に
強
く
な
る
方
法
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

強
く
な
り
た
い
人
、
手
を
拳
げ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
様
々
な
手
の
拳
げ
方
を
し
て
い
ま
す

が
、
本
当
に
強
く
な
り
た
い
人
は
、
手
の
上
げ

方
が
違
い
ま
す
。
ま
っ
す
ぐ
ビ
シ
ッ
と
手
を
挙

げ
た
人
は
本
当
に
強
く
な
り
た
い
人
で
す
。
例

え
ば
学
校
で
先
生
が
勉
強
を
教
え
る
の
は
簡
単

で
す
が
、
そ
れ
を
本
人
が
や
る
か
、
や
ら
な
い

か
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
皆
さ
ん

や
る
気
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
強
く
な
る
方
法

を
教
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
お
父
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
は
、

「
ほ
か
の
選
手
が
寝
て
い
る
間
、
遊
ん
で
い
る
間

に
練
習
す
れ
ば
強
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
う
教
え
て
も
ら
っ
た
私
は
、
毎
朝
六
時

に
起
き
て
、
父
親
と
兄
と
三
人
で
走
っ
て
十
五

分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
、
千
栗
神
社
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
神
社
に
は
百
五
十
段
の
階
段
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
階
段
を
毎
朝
七
往
復
し
ま
し

た
。
神
社
の
階
段
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

の
で
毎
朝
参
拝
し
、
自
分
の
目
標
を
神
様
に
伝

え
、
そ
の
目
標
の
為
に
階
段
を
使
わ
せ
て
貰
い

ま
す
と
言
っ
て
か
ら
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
こ

の
七
往
復
し
て
い
る
間
、
お
父
さ
ん
は
階
段
の

下
で
腕
を
組
み
見
て
い
る
だ
け
で
し
た
が
毎
朝

練
習
に
付
き
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

す
る
と
神
社
の
階
段
の
下
に
石
碑
が
建
ち
ま
し

た
。
そ
の
石
碑
に
は
お
お
よ
そ
こ
ん
な
言
葉
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
と
あ
る
少
年
が
、
自
分
の

夢
を
叶
え
る
為
に
、
こ
の
階
段
を
駆
け
上
が
り
、

自
分
の
夢
を
叶
え
た
。
そ
の
少
年
の
名
は
…
」

こ
の
…
に
は
な
ん
と
入
る
で
し
ょ
う
？

Ｂ
さ
ん　

古
賀
稔
彦

そ
う
で
す
！	

よ
く
分
か
り
ま
し
た
ね
。

　

こ
う
い
っ
た
時
代
で
す
か
ら
、
石
碑
や
神
社

と
か
お
寺
に
イ
タ
ズ
ラ
を
す
る
人
が
い
ま
す
。

私
も
自
分
の
石
碑
が
心
配
に
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
私
は
田
舎
に
帰
る
度
に
石
碑
を
確
認
し
に

い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
年
の
年
末
年
始
も
確

認
し
に
い
き
ま
し
た
。数
年
前
に
確
認
し
に
い
っ

た
時
、
石
碑
の
前
に
ワ
ン
カ
ッ
プ
大
関
と
お
花

が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
石

碑
の
人
物
が
も
う
亡
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
あ
る
時
、
私
の
後
輩
が
石

碑
を
確
認
し
に
行
く
と
、
そ
こ
に
二
人
の
人
が
手
を

合
わ
せ
頭
を
下
げ
て
い
ま
し
た
、
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

他
の
選
手
が
休
み
の
間
、
遊
ん
で
い
る
間
、

私
も
休
ん
だ
り
、
遊
ん
だ
り
し
た
い
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
が
、
負
け
た
悔
し
さ
が
強
く
、
特

訓
し
ま
し
た
。
私
の
父
親
は
鉄
の
仕
事
を
し
て

い
た
の
で
、
庭
に
鉄
柱
を
立
て
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
鉄
柱
に
ゴ
ム
の
チ
ュ
ー
ブ
を
付
け
て
柔
道

の
特
訓
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
ひ
た
す
ら
数

百
本
の
反
復
練
習
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
話

を
聞
い
た
上
で
、
先
ほ
ど
手
を
挙
げ
て
く
れ
た

子
供
達
の
中
で
「
よ
し
、
明
日
の
朝
か
ら
絶
対

に
走
っ
て
や
る
」
と
思
っ
て
く
れ
た
人
は
手
を

挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
今
、
手
を
挙
げ
て
く
れ
た

子
供
達
は
明
日
か
ら
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

世
の
中
に
は
理
想
と
現
実
が
あ
り
ま
す
。

理
想
は
試
合
に
勝
ち
た
い
、
強
く
な
り
た

い
、
で
も
練
習
し
た
く
な
い
、
遊
び
た
い
と

理
想
と
現
実
が
か
け
離
れ
る
人
が
多
く
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
夢
を
実
現
す
る
人
は
、
自
分
の

夢
と
同
じ
だ
け
の
重
さ
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
の
努
力
を
す
る
こ
と
で
初
め
て
夢
を

叶
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。
も
っ
と
、

身
近
な
こ
と
で
例
え
る
と
、お
母
さ
ん
方
が
「
痩

せ
た
い
、
痩
せ
た
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
何
か

し
ら
食
べ
て
い
る
、
不
思
議
な
現
象
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
理
想
と
現
実
が
か
け
離

れ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
自
分
の
夢
を
実

現
す
る
為
に
は
、
自
分
の
夢
と
同
じ
重
さ
の
努

力
を
し
た
人
に
初
め
て
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
努
力
に
も
二
種
類
あ
り
ま
す
。
や
ら
さ

れ
る
努
力
と
望
む
努
力
が
あ
り
ま
す
。
や
ら
さ

れ
る
努
力
は
人
に
「
あ
れ
や
れ
、
こ
れ
や
れ
」
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と
命
令
さ
れ
て
す
る
努
力
。
こ
の
や
ら
さ
れ
る

努
力
は
だ
ん
だ
ん
と
苦
痛
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
好
き
だ
っ
た
も
の
が
だ
ん
だ
ん
と
嫌
い
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
や
ら
さ
れ
る
努
力

は
ど
れ
だ
け
や
っ
て
も
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
心

が
体
が
そ
れ
を
拒
否
し
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す

け
ど
、
自
ら
が
「
ア
レ
が
し
た
い
、
こ
れ
が
し

た
い
」
と
自
ら
望
ん
で
す
る
努
力
を
し
た
人
は
、

や
れ
ば
や
る
だ
け
身
に
つ
き
ま
す
。
そ
の
望
ん

で
す
る
努
力
は
例
え
結
果
が
出
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
次
の
目
標
に
向
け
て
頑
張
る
事
が
で
き

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
結
果
が
出
た
時
は
、
さ
ら
に

上
の
目
標
に
向
け
て
頑
張
る
事
が
で
き
ま
す
。

望
む
努
力
が
で
き
た
人
は
、
勝
っ
て
も
負
け
て

も
次
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
る
人
に
な
り
ま
す
。

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
両
親
に
、
こ
の
望
む
努
力

の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
お
陰
で
こ
の
よ

う
な
成
績
を
残
す
事
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
様
も
望
む
努
力
を
し
目
標
に
向
か
っ
て

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
二
千
年
に
柔
道
の
現
役
を
引
退
し
ま
し

た
。
引
退
し
て
か
ら
自
分
の
好
き
な
柔
道
と
ど

う
付
き
合
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
結

論
と
し
て
は
死
ぬ
ま
で
柔
道
着
を
着
て
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
柔
道
着
を
着
る
だ
け

で
は
な
く
柔
道
着
を
着
て
汗
を
流
し
た
い
と
思

い
、
七
十
、八
十
歳
に
な
っ
て
も
ど
う
や
っ
て

汗
を
流
す
か
考
え
た
時
、
小
さ
い
子
供
が
相
手

で
あ
れ
ば
練
習
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。
結
論
と
し
て
自
分
の
家
に
柔
道
場

が
あ
れ
ば
良
い
と
考
え
ま
し
た
。
自
分
の
死
に

場
所
を
作
ろ
う
と
思
い
、
柔
道
場
付
き
の
マ
イ

ホ
ー
ム
を
建
て
ま
し
た
。
一
階
が
柔
道
場
、
二

階
が
住
居
、
屋
上
に
は
露
天
風
呂
付
き
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
豪
華
な
家
を
建
て

ま
し
た
。
豪
華
な
分
背
負
っ
て
い
る
も
の
が
大

き
い
で
す
。
ロ
ー
ン
返
済
の
為
に
日
々
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
小
学
校
一
年
生
の
時
に
町
道
場
で
柔
道

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
為
、
町
道
場
の
楽
し
さ

は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
の
家
の
柔

道
場
で
も
、
町
道
場
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
一
つ
の
空
間
の
中
で
、
大
人
か
ら
子
供
ま

で
同
じ
ル
ー
ル
に
則
り
、
汗
を
流
し
様
々
な
夢

や
目
標
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
、
そ
の
空
間

の
中
で
人
間
関
係
や
上
下
関
係
と
い
う
も
の
を

学
ぶ
事
が
今
の
時
代
に
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
神
奈
川
県
川
崎
市
に
「
古
賀
塾
」
と

い
う
名
前
で
町
道
場
を
開
塾
し
ま
し
た
。
下
は

幼
稚
園
生
、
上
は
六
十
歳
の
一
般
の
方
ま
で
百

名
前
後
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

私
の
塾
で
は
、
柔
道
を
や
っ
て
い
る
人
は
常

に
真
面
目
で
堅
苦
し
い
考
え
方
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
私
の
と
こ
ろ

で
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
当
た
り
前
だ
と
思

わ
れ
る
こ
と
を
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
出
来
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
大
切
さ
、

難
し
さ
を
み
ん
な
で
学
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

朝
起
き
て
誰
か
に
会
っ
た
と
き
ど
う
し
ま
す
か
。

大
き
な
声
で
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
と
言
え
ま

す
か
。
目
の
前
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
と
き

手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
す
か
。も
し
自
分
が
困
っ

て
い
て
、
手
を
貸
し
て
も
ら
っ
た
と
き
は
感
謝

の
言
葉
を
言
え
ま
す
か
。
目
の
前
に
自
分
が
捨

て
た
ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
ら
拾

え
ま
す
か
。
公
共
の
ト
イ
レ
に
あ
る
ス
リ
ッ
パ

を
綺
麗
に
揃
え
ら
れ
ま
す
か
。
電
車
で
老
人
が

乗
っ
て
き
た
と
き
席
を
譲
れ
ま
す
か
。
こ
の
よ

う
に
誰
が
考
え
て
も
当
た
り
前
だ
と
思
う
こ
と

を
私
た
ち
は
当
た
り
前
に
で
き
ま
せ
ん
。
却
っ

て
大
人
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
当
た
り
前
に
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
言
葉
を
発
す

る
の
が
恥
ず
か
し
い
と
か
、
面
倒
臭
い
と
か
い

う
理
由
で
大
人
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
当
た
り
前

の
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

今
の
時
代
子
供
達
に
当
た
り
前
の
こ
と
を
強
制

す
る
の
で
は
な
く
、
手
本
と
な
る
大
人
た
ち
か

ら
、
身
近
な
と
こ
か
ら
当
た
り
前
に
出
来
る
よ

う
に
す
る
姿
を
見
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
習
っ
て
い
る
柔
道
は
嘉
納
治
五
郎

先
生
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
嘉
納
先
生
は

柔
道
で
他
の
人
た
ち
よ
り
強
く
な
る
為
に
柔

道
を
作
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
柔
道
は
教

育
で
あ
り
、
柔
道
を
通
じ
て
自
分
の
心
を
磨

き
養
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
嘉
納
先
生

が
残
し
た
言
葉
に
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
言
葉
は
皆
様
の
心
に
残
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
と
は
「
精
力
善
用
」「
自

他
共
栄
」
で
す
。
簡
単
に
い
う
と
「
精
力
善
用
」

は
自
分
の
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
日
常
生

活
の
様
々
な
局
面
に
お
い
て
常
に
良
い
方
向
に

向
け
、
そ
の
方
向
に
自
分
の
力
を
使
い
ま
し
ょ

う
。「
自
他
共
栄
」
と
は
読
ん
で
字
の
如
く
自

分
も
他
人
も
手
を
取
り
合
っ
て
良
い
方
向
に
進

み
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
人
と
し
て
生

ま
れ
て
来
た
か
ら
に
は
人
の
役
に
立
つ
、
柔
道
家

た
る
も
の
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
一
番
の
役
目
で

あ
る
と
い
う
の
が
嘉
納
先
生
の
教
え
で
す
。

　

日
本
で
始
ま
っ
た
柔
道
で
す
が
今
や
、
日

本
よ
り
盛
ん
な
国
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

競
技
人
口
世
界
二
位
の
フ
ラ
ン
ス
は
お
よ
そ

五
十
五
万
人
ほ
ど
い
ま
す
。
柔
道
は
フ
ラ
ン
ス

の
人
気
ス
ポ
ー
ツ
ベ
ス
ト
3
に
入
り
ま
す
。
日

本
か
ら
し
た
ら
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
人
気

な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
競
技
人
口
世
界
一
位
は
ブ

ラ
ジ
ル
で
二
百
万
人
ほ
ど
い
ま
す
。
日
本
は

十
六
万
人
ほ
ど
で
す
。
そ
し
て
柔
道
は
世
界
の

ス
ポ
ー
ツ
人
口
第
三
位
で
あ
り
、
日
本
人
か
ら

し
た
ら
そ
こ
ま
で
世
界
で
柔
道
を
や
っ
て
い
る

人
が
い
る
の
か
と
驚
く
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
私
は
日
本
に
い
る
と
き
は
そ
れ
ほ
ど
大
切
に

さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
が
フ
ラ
ン
ス
に
行
く

と
、
日
本
か
ら
神
が
や
っ
て
来
た
と
、
大
切
に

さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
有
名
な
サ
ッ
カ
ー
選
手
が

来
日
し
た
と
き
に
日
本
の
フ
ァ
ン
が
押
し
寄
せ

て
い
く
の
と
同
じ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
く

ら
い
に
日
本
で
始
ま
っ
た
柔
道
で
す
が
今
や
世

界
各
地
で
幅
広
く
学
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
教
え
て
い
る
、
町
道
場
で
は
週
五
日
で

稽
古
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
五
日
の
う
ち
一
日
は

奉
仕
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
外
に
出
て
、

公
園
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
、
綺
麗
に
な
っ
た
公

園
で
稽
古
を
し
た
り
し
ま
す
。
残
り
の
四
日
は

稽
古
を
す
る
前
に
塾
生
と
先
生
で
大
き
な
声
で

塾
五
訓
と
い
う
も
の
を
唱
和
し
て
か
ら
稽
古
を

始
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
塾
五
訓
は
「
は

い
、
と
い
う
素
直
な
心
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
、
と
い
う
感
謝
の
心
」「
私
が
し
ま
す
と
い

う
奉
仕
の
心
」「
す
み
ま
せ
ん
と
い
う
反
省
の
心
」

「
お
か
げ
さ
ま
と
い
う
謙
虚
の
心
」
で
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
日
常
生
活
に
お
い
て
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
。
自
分
の
人
生
に
夢
を
持
つ
こ
と
も

当
た
り
前
、
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
す
る

こ
と
も
当
た
り
前
、
周
り
の
人
た
ち
に
優
し
く

出
来
る
の
も
当
た
り
前
、
日
常
生
活
の
当
た
り

前
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
い
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。
目
の
前
に
落
ち
て
い
る
ゴ

ミ
を
拾
え
な
い
人
間
が
自
分
の
夢
を
掴
む
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
教
え
子
達
に

そ
う
教
え
な
が
ら
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
こ
の
よ
う
な
場
に
お
招
き
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
自

分
の
夢
に
向
け
て
、
後
輩
達
の
夢
に
向
け
て
さ

ら
な
る
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
も
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
編
集
文
責
）
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平
成
三
十
年
二
月
四
日

本
殿
紫
幕		

一
張

日
比
谷
高
等
学
校
箏
曲
部
奉
納
演
奏

　

日
枝
神
社
の
鎮
座
す
る
永
田
町
に
校
舎
を
構
え
ま
す
都

立
日
比
谷
高
等
学
校
の
箏
曲
部
員
が
山
王
祭
期
間
中
の
六

月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
神
楽
殿
に
て

奉
納
演
奏
を
行
い
ま
す
。
日
比
谷
高
校
は
明
治
十
一
年
創

立
で
本
年
百
四
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

本
年
が
明
治
百
五
十
年

に
あ
た
り
、
記
念
朱
印
帳

を
御
朱
印
所
に
て
頒
布
し

て
い
ま
す
。

（
初
穂
料　

千
五
百
円
）

数
量
限
定　

  

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
受

け
く
だ
さ
い
。

六
月
七
日
か
ら
十
七
日
の
山
王
祭
期
間
中
に
限
り
「
参

拝
記
念
ス
ト
ラ
ッ
プ
」（
初
穂
料
四
百
円
）
と
「
か
ら

く
さ
て
ぬ
ぐ
ひ
」（
初
穂
料
八
百
円
）
を
頒
布
し
ま
す
。

山
王
祭
期
間
限
定
授
与
品

　

幕
末
期
に
天
下
祭
で
将
軍

家
の
上
覧
を
受
け
た
廿
七
番

萬
町
・
元
四
日
町
・
青
物
町
の

山
車
人
形
「
日
本
武
尊
」
は

明
治
十
三
年
千
葉
県
佐
倉
市

上
町
が
購
入
、
所
有
し
ま
し
た
。

　

そ
の
山
王
祭
に
所
縁
あ
る

千
葉
県
佐
倉
市
の
上
町
武
尊

囃
子
連
が
山
王
祭
奉
祝
行
事

と
し
て
六
月
十
六
日
午
後
二
時

よ
り
祭
囃
子
の
奉
納
を
境
内

に
て
行
い
ま
す
。

佐
倉 

上
町
武
尊
囃
子
連

篤

志

奉

納

　

五
月
十
九
日
よ
り
六
月
十
日
の
間
、
ア
ー
ツ
千
代
田
３

３
３
１
で
は
山
王
祭
関
連
の
特
別
企
画
展
『
と
き
を
渡
る

～
“
山
王
さ
ん
”を
支
え
た
町
の
1
5
0
年
～
』
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

会
期
中
は
無
休
。
入
場
料
は
無
料
。
会
場
は
ア
ー
ツ
千

代
田
３
３
３
１
（
千
代
田
区
外
神
田
六

－

十
一

－

十
四
旧

錬
成
中
学
校
）

　

五
月
二
十
三
日
よ
り
六
月
五
日
の
間
、
髙
島
屋
日
本
橋

店
一
階
正
面
ホ
ー
ル
に
て
山
王
祭
の
企
画
展
示
と
し
て
、

下
町
の
氏
子
各
町
の
半
纏
が
色
と
り
ど
り
に
飾
ら
れ
、
町

内
神
輿
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
社
所
蔵
の
「
山
王
祭
禮
之
図
」
三
巻
（
複
製
）

も
特
別
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
　
覧
　
会

　
こ
の
度
、
平
成
三
十
年
山
王
祭
神
幸
祭
に
際
し
、
公
式
Ｈ
Ｐ

と
山
王
祭
特
設
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
日
枝
神
社
公

式
Ｈ
Ｐ　

https://w
w
w
.hiejinja.net

山
王
祭
特
設
サ
イ
ト　

http://w
w
w
.tenkam

atsuri.jp

公
式
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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山 

王 

台 

通 

信

新
入
職
員
紹
介

神
社
本
庁
辞
令

【
出
　
仕
】 

室
山　

倫
広 

岡
山
県
出
身 

 
 

 
 

國
學
院
大
學
神
道
学
専
攻
科
卒

【
出
　
仕
】 

福
井　

仁
裕 
埼
玉
県
出
身 

 
 

 
 

國
學
院
大
學
神
道
学
専
攻
科
卒

【
出
　
仕
】 

永
井　

承
吾 

北
海
道
出
身 

 
 

 
 

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
卒

【
巫
　
女
】 

中
島　

輝
砂 

埼
玉
県
出
身 

 
 

 
 

阿
佐
ヶ
谷
美
術
専
門
学
校 

 
 

 

映
像
メ
デ
ィ
ア
科
卒

【
巫
　
女
】 

檜
垣　

知
沙 

東
京
都
出
身 

 
 

 
 

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
卒

由

緒

板

奉

納

日
枝
神
社
奉
賛
青
年
会
創
立

六
十
周
年
記
念
事
業

　

こ
の
度
、
日
枝
神
社
奉
賛
青
年
会
が
創
立
六
十
周
年
を

迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
由
緒
板
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
十
五
日
午
後
四
時
よ
り
社
殿
に
て
奉
納
奉
告
祭
を

執
り
行
い
、
終
了
後
山
王
男
坂
に
移
動
し
除
幕
式
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
遠
藤
幹
事
長
以
下
二
十
五
名
が
参
列
、

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

主　

典　
　

東　
　

曉
廣

日
枝
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

（
平
成
三
十
年
三
月
一
日
付
）

 

主　

典　
　

高
野　

大
樹

日
枝
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
付
）

 

主　

典　
　

勅
使
河
原
翔
幣

日
枝
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
付
）

 

権
禰
宜　
　

東　
　

曉
廣

千
葉
県 

香
取
神
宮
権
禰
宜
に
転
出 

（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
付
）

【
巫
　
女
】 

永
戸　

美
穂 

島
根
県
出
身 

 
 

 
 

大
原
簿
記
専
門
学
校  

 
 

 

大
阪
校
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
卒

【
巫
　
女
】 

生
駒　

佳
奈 

千
葉
県
出
身 

 
 

 
 

早
稲
田
大
学
文
学
部
卒

【
巫
　
女
】 

竹
之
内
媛
若 

埼
玉
県
出
身 

 
 

 
 

東
京
観
光
専
門
学
校  

 
 

 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
学
科
卒

【
巫
　
女
】 

奥
秋　

綾
乃 

埼
玉
県
出
身 

 
 

 
 

東
京
観
光
専
門
学
校  

 
 

 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
学
科
卒

【
巫
　
女
】 

戸
塚　

翔
子 

埼
玉
県
出
身 

 
 

 
 

埼
玉
県
立
大
宮
東
高
校
卒

【
実
習
生
】 

宅
野　
　

蕗 

神
奈
川
県
出
身 

 
 

 
 

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
在
学
中

【
実
習
生
】 

笠
原　

礼
道 

佐
賀
県
出
身 

 
 

 
 

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
在
学
中

【
実
習
生
】 

三
宅
雄
二
朗 

鹿
児
島
県
出
身 

 
 

 
 

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
在
学
中

【
婚
礼
係
】 

石
川　

礼
奈 

福
島
県
出
身 

 
 

 
 

東
京
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
＆
ブ
ラ
イ
ダ
ル 

 
 

専
門
学
校
卒

【
婚
礼
係
】 

栗
山　

倫
佳 

茨
城
県
出
身 

 
 

 
 

東
京
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
＆
ブ
ラ
イ
ダ
ル 

 
 

専
門
学
校
卒

〈
通 

巻 

百
三
十
二
号 

〉

　

発 

行 

平
成
三
十
年
六
月
一
日

　

編 

集 

日  

枝  

神  

社  

社  

務  

所

 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
十
番
五
号

 

（
郵
便
番
号　

一
〇
〇-

〇
〇
一
四
）

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
三-

三
五
八
一-

二
四
七
一（
代
表
）

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三-

三
五
八
一-

二
〇
七
七

 
http://w

w
w

.hiejinja.net/

表
紙
の
「
諌
鼓
鶏
の
山
車
」

「
か
ん
こ
ど
り
」
と
よ
み
、「
諌
鼓
」
と
は
古
代
中
国
で
君
主
に
対
し

諫
言
（
か
ん
げ
ん
）
を
し
よ
う
と
す
る
民
衆
に
打
た
せ
る
為
に
設
け

ら
れ
た
太
鼓
の
こ
と
で
す
。「
鶏
」
は
鶏
鳴
に
よ
り
君
主
に
善
政
を
促

し
、
民
衆
を
覚
醒
す
る
想
像
上
の
鳥
で
す
。「
諌
鼓
鶏
」
は
君
主
の
政

治
が
善
政
で
あ
っ
た
の
で
、
諌
鼓
を
鳴
ら
す
必
要
が
無
く
、
鳥
が
止

ま
っ
て
逃
げ
な
い
様
子
で
、
天
下
太
平
、
国
家
安
穏
の
象
徴
で
す
。

（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
付
）



山
王
祭
事
暦

予
　
　
　
　
告

中
秋
管
絃
祭
（
第
五
十
一
回
）

　

九
月
二
十
四
日
（
月
）
午
後
六
時

管
絃　

平
ひ
ょ
う
じ
ょ
う
の
ね
と
り

調
音
取

　
　
　
鷄け

い
と
く徳

　
　
　

春
し
ゅ
ん
よ
う
り
ゅ
う

楊
柳

神
楽　

剣つ
る
ぎ

の
舞ま

い

　
　
　

日ひ

え枝
の
舞ま

い

　
　
　

悠ゆ
う
き
ゅ
う久
の
舞ま

い

舞
楽　

小
野
雅
楽
会
奉
仕

緑
陰
朝
詣
り
と
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い

七
月
二
十
日（
金
）～
八
月
三
十
一
日（
金
）

箸
感
謝
祭

八
月
四
日（
土
）午
前
十
時
半

七
五
三

九
月
一
日
か
ら
承
り
ま
す

敬
老
長
寿
万
歳
祭

九
月
十
七
日（
月
）午
後
二
時

山
王
祖
霊
祭

九
月
二
十
日（
木
）午
前
十
一
時

新
嘗
祭

十
一
月
二
十
三
日（
金
）午
前
十
一
時

日枝あかさかでは御祈祷・お祝い着レンタル・着付け＆ヘアーセット・
スタジオ写真・お食事がセットになったかんたん、べんりなプラン
をご用意しております。

日枝神社 七五三プラン

中
秋
の
ひ
と
と
き
、
内
庭
に
て

古
式
ゆ
か
し
い
伝
統
芸
能

「
雅
楽
」
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
鑑
賞

下
さ
い
。

３９，８００円
6月20日 午前10時より受付開始

03-3502-2205

受付・お問合わせは

プラン内
料金

平成30年

6 月 24 日（日）
7 月 7 日（土）・16 日（月）・29 日（日）
8 月 5 日（日）・19 日（日）
9 月 1 日（土）・ 9 日（日）・22 日（土）・29 日（土）
10 月 8 日（月）・21 日（日）・28 日（日）
11 月 10 日（土）・25 日（日）
12 月 2 日（日）

展示会開催日程（12:00 〜17:00）


